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４
月
12
日
に
学
園
本
部
で
行
わ
れ
た
２
０

１
１
年
度
の
滝
井
高
校
の
６
人
へ
の
授
与
式
で

奥
田
吾
朗
理
事
長
は
、
東
日
本
大
震
災
で
海

外
留
学
を
控
え
る
学
校
も
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
う
え
、「
こ
ん
な
時
こ
そ
、
日
本
を
盛
り

立
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
災
し
た

東
北
の
人
た
ち
の
分
も
が
ん
ば
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
」励
ま
し
た
。ま
た
、中
田
碩
也
校
長
は「
た

だ
、
英
語
を
勉
強
す
る
た
め
に
行
く
の
で
は
な

い
。
世
界
人
、
世
界
に
通
用
す
る
人
に
な
る
た

め
に
い
く
の
で
す
」
と
話
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
行
く
国
際
科
３
年
の
中
山
美
織
さ
ん
ら

は
「I w

ant to connect it m
y dream

（
私

の
夢
に
つ
な
げ
た
い
）」
な
ど
一
人
ひ
と
り
が
英

語
で
抱
負
を
述
べ
、基
金
へ
の
感
謝
を
示
し
た
。

（
2
面
に
関
連
記
事
）

「
学
生
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

人
格
の
陶
冶
、学
業
の
全
う
」誓
う

　

２
０
１
１
年
度
の
大
阪
国
際
大
学
と
短
期

大
学
部
の
入
学
宣
誓
式
が
４
月
１
日
午
後
２

時
か
ら
、
大
阪
市
北
区
の
大
阪
国
際
会
議
場

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
国
際
大
と
女

子
大
が
統
合
し
た
２
０
０
２
年
に
同
会
議
場

を
使
用
し
て
以
来
９
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
２

７
０
０
人
が
入
れ
る
ホ
ー
ル
は
、
新
入
生
と

保
護
者
で
ほ
ぼ
埋
ま
る
盛
況
だ
っ
た
。
新
入

生
は
大
学
院
11
人
、
大
学
８
３
０
人
、
短
期

大
学
部
３
２
１
人
と
留
学
生
別
科
43
人
の
計

１
２
０
５
人
。
外
は
陽
光
が
降
り
注
ぎ
、
ロ

ビ
ー
に
は
、
海
外
協
定
校
が
あ
る
13
か
国
の

国
旗
と
日
の
丸
が
掲
げ
ら
れ
、
国
際
大
の
イ

メ
ー
ジ
を
描
き
出
し
て
い
た
。

　

日
の
丸
と
Ｏ
Ｉ
Ｕ
の
学
園
旗
が
飾
ら
れ
た

ス
テ
ー
ジ
に
は
大
学
、
短
大
の
教
職
員
と
学

園
の
役
員
ら
来
賓
が
並
び
、
開
式
に
先
立

ち
、
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
を
悼
ん
で
全

員
が
黙
と
う
。「
君
が
代
」
斉
唱
で
式
が
始

ま
っ
た
。

　

各
学
部
と
短
大
、
大
学
院
、
留
学
生
別

科
の
代
表
６
人
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
新

入
生
全
員
を
代
表
し
て
人
間
科
学
部
の
梅
下

せ
れ
な
さ
ん
が
「
学
生
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
人
格
の
陶
冶
に
努
め
、
学
業
を
全
う
す

る
」
と
宣
誓
し
た
。
国
際
会
議
場
で
宣
誓
式

を
す
る
喜
び
か
ら
話
始
め
た
倉
田
三
郎
学
長

は
式
辞
で
、
自
身
の
40
余
年
に
わ
た
る
大
学

生
活
か
ら
得
た
教
訓
と
し
て
、
①
知
的
資
本

を
つ
く
ろ
う
②
良
き
友
人
を
持
と
う
③
心
身

を
健
康
に
―
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
奥
田
吾

朗
理
事
長
は
80
年
の
学
園
の
歴
史
を
強
調

し
、「
２
年
、
４
年
は
あ
っ
と
い
う
間
。
自
分

の
決
め
た
こ
と
を
実
行
し
、
国
際
人
と
し
て

の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
」と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

第
二
部
で
は
、大
学
、短
大
と
大
和
田
中
・

高
校
、
滝
井
高
校
合
同
の
吹
奏
楽
メ
ン
バ
ー

が
朝
倉
洋
短
期
大
学
部
長
の
指
揮
で
Ａ
・

リ
ー
ド
の
小
組
曲
「
イ
ン
ト
ラ
ー
ダ
」、
Ｆ
・

レ
ハ
ー
ル
の
喜
歌
劇
「
メ
ー
リ
ー
・
ウ
イ
ド

ウ
」
を
演
奏
、祝
賀
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
た
。

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
学
友
会
長
の
森
千
紗
さ
ん

（
現
代
社
会
学
部
）
と
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
学

友
会
長
の
小
谷
則
之
さ
ん
（
人
間
科
学
部
）

が
、
ク
ラ
ブ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
幅

広
い
活
躍
の
場
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
、
新
入

生
の
参
加
を
歓
迎
し
た
。こ
の
あ
と
、学
歌「
新

鮮
な
旅
人
」
と
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ
「
夢
が
咲
く
木
」
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
の
映
像
が
流
れ
る
中
で
紹
介
さ
れ
た
。

　

Contam
inated Country

（
汚

染
さ
れ
た
国
）。
東
日
本
大
震
災

に
伴
う
福
島
第
一
原
発
事
故
で
、

日
本
は
国
際
社
会
か
ら
、
烙
印
を

押
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

私
た
ち
は
、
技
術
先
進
国
を
自

負
し
、
豊
か
さ
を
当
た
り
前
の
よ

う
に
思
っ
て
い
た
。「
原
発
は
き
ち

ん
と
設
計
さ
れ
て
い
る
か
ら
大
丈

夫
」。
多
く
の
人
が
信
じ
て
き
た
。

「
危
険
」
を
指
摘
す
る
声
は
あ
っ

た
が
、
経
済
効
率
優
先
で
、「
安

全
対
策
」
は
後
ろ
に
追
い
や
ら
れ

て
い
た
。
最
近
で
は
、
原
発
は
二

酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い
「
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
位
置
づ

け
で
、
推
進
さ
れ
て
い
た
。

　

事
故
で
、
危
機
管
理
の
ま
ず

さ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
露
呈

し
た
。
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
日

本
の
政
治
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に

つ
い
て
、
ど
れ
だ
け
考
え
て
い
た

か
。「
難
し
い
こ
と
は
、
専
門
家
に

任
す
」。
そ
れ
で
す
ま
し
て
き
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
回
、

そ
れ
で
は
い
け
な
い
こ
と
が
判
っ

た
。
国
の
根
幹
を
左
右
す
る
よ
う

な
問
題
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
、
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

被
災
地
の
復
興
が
一
日
も
早
く

来
る
よ
う
、
私
も
含
め
て
み
ん
な

が
「
汚
染
さ
れ
た
国
」
返
上
の
た

め
、
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
。

汚
名
返
上
は

一
人
ひ
と
り
の
手
で

大
阪
国
際
学
園
　
　

理
事
長
　
奥
田
吾
朗

ＣＯＮＴＥＮＴＳ
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大
阪
国
際
会
議
場
で

９
年
ぶ
り
の
入
学
宣
誓
式

大
学
、
高
校
生
の
海
外
留
学
な
ど
支
援　

千
人
超
す

　
「
学
園
の
父
」
と
さ
れ
た
奥
田
政
三
先
々
代

理
事
長
の
功
績
を
記
念
し
て
つ
く
ら
れ
た
「
奥

田
政
三
教
育
・
研
究
基
金
」
は
、
こ
と
し
25

周
年
に
な
る
。
92
年
度
か
ら
は
事
業
化
し
、

海
外
の
提
携
校
に
留
学
す
る
大
学
、
高
校
生

へ
奨
学
金
を
給
付
す
る
な
ど
、
教
育
・
研
究
の

国
際
交
流
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

奨
学
金
を
受
け
た
学
生
、
生
徒
は
千
人
を
超

え
る
。

　

基
金
は
、
政
三
氏
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
の
86

年
に
創
設
。
遺
族
か
ら
の
寄
付
金
１
億
円
を

元
に
毎
年
１
千
万
円
を
組
み
入
れ
る
な
ど
で
、

92
年
度
か
ら
事
業
化
し
た
。
94
年
度
に
は
さ

ら
に
１
千
万
円
の
寄
付
を
受
け
、
残
高
は
２
０

１
１
年
３
月
末
で
１
億
７
千
万
余
円
に
達
し
、

毎
年
８
０
０
万
円
を
奨
学
金
に
あ
て
て
い
る
。

　

大
学
生
は
、英
語
研
修
の
ほ
か
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
、
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
研
修
、
海
外
事
情

研
修
、
日
本
語
支
援
ア
シ
ス
ト
研
修
な
ど
海

外
提
携
校
へ
短
期
、
長
期
の
留
学
を
し
、
基

金
か
ら
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
。
人
数
は
年

度
に
よ
っ
て
変
動
が
あ
る
が
、
こ
こ
10
年
の
多

い
年
で
１
３
０
人
、
少
な
い
年
で
60
人
と
な
っ

て
い
る
。

　

大
和
田
高
校
か
ら
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

毎
年
４
人
、
滝
井
高
校
か
ら
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
カ
ナ
ダ
の
提
携
校
に
毎
年
６
人
が
３

週
間
か
ら
５
週
間
の
語
学
留
学
を
し
て
い
る
。

巻 頭 企 画

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

４
半
世
紀
迎
え
た

奥
田
政
三
教
育
・
研
究
基
金

GLOBAL VISION

カナダのホームステイ先で。人々との交流から生徒たちは
多くを学んで帰国する（滝井高校）

カンボジアボランティアワークキャンプの一こま。研修での体験を
きっかけに、自分のすべきことに目覚める学生も多い（大学・短大）

大阪国際会議場のメインホールに守口・枚方両キャンパスの新入生と教職員が一同に会し、気持ちを引き締めスタートを切った

大阪国際大学・短期大学部入学宣誓式

　「全人教育」は、大阪国際学園グループ共通の建学の精神です。これと、
学園の理念を記した額が、教室や玄関等に設置されているので、目に触れ
る機会も多いと思います。それは、どんな意味で、いきさつは、どうだっ
たのでしょうか。
　学園の誕生は、1929年（昭和4年）、帝国高等女学校が帝国女子薬学
専門学校（現在の大阪薬科大学）の姉妹校として発足した時にさかのぼり
ます。当時の帝国高女の学校要覧に「本校教育の眼目」として「人間を作
る教育」を提唱する記載があり、その中で、建学の精神が読み取れます。「人
間とは知情意の円満に発達した人」、即ち「一．為すべき事と為すべから
ざる事とをわきまえて実行する人。いわく、物の分かった人」、「二．相当
の感激性を有し、しかもよく他と親愛協和し得る人。いわく、血あり涙あ
る人」、「三．正義を愛し邪悪を悪み、常に正しき道を歩み得る人。いわく、
真面目な人」と示されています。「全人教育」という言葉は出てきませんが、
「知情意」は、「知性」「感情」「意志」を指し、これらが総合的に整った人
間づくりを掲げていたことが分かります。「全人教育」という言葉は、小
原國芳氏が大正デモクラシー期に教育理念として唱えられたもので、その
後、全国の学校に浸透したとされています。同氏が本学園と同じ1929
年に創設した玉川学園の理念とは通ずるところがあります。
　その後、戦争を経て、学制改革で帝国高女は帝国学園中学校と帝国女子
高等学校に生まれ変わりますが、1947年（昭和22年）の学園の新し
い教育指針「新シキ学校ノ出発」で、「どのような時代の移り変わりにも
動かぬ人間教育」を掲げ、帝国高等女学校の精神を引き継ぎます。
　そして、1992年（平成4年）、学園設置校のすべての校名を「大阪国
際」に統一した際、建学の精神は学園創立から流れる「人間を人間らしく
育む教育」を「全人教育」という言葉で確認し、今日に至っています。

（
８
面
に
関
連
記
事
）



2011年(平成23年)5月31日　(2)【 国 際 交 流 】第51号　GLOBAL  MIND（学報）

　

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
何
か
の
仕
事
に

就
い
て
い
る
か
、
何
か
の
学
問
を
究

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
眼
前

に
あ
る
も
の
に
情
熱
を
傾
け
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
は
先
達
が
整
え
た
道
の
延

長
線
上
に
あ
る
も
の
。
こ
れ
ま
で
先

達
は
専
門
分
野
の
追
求
を
通
じ
て
社

会
の
た
め
に
価
値
あ
る
仕
事
を
残
し

ま
し
た
。
そ
の
功
績
の
先
を
歩
み
続

け
よ
う
と
し
て
い

る
の
が
現
代
の
わ

れ
わ
れ
で
す
。
ち

な
み
に
、
私
の
仕

事
は
建
築
の
設
計

な
の
で
、
先
達
の
成
果
を
眼
に
見
え

る
も
の
と
し
て
身
近
で
学
べ
る
幸
運

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
こ

う
し
た
歩
み
を
受
け
継
ぐ
に
は
、
覚

悟
と
い
う
も
の
が
必
要
で
す
。
人
が

ひ
と
つ
の
分
野
に
向
き
合
う
と
は
、

先
を
行
く
者
の
志
を
受
け
止
め
、
責

任
を
持
っ
て
そ
れ
を
展
開
し
、
自
ら

現代社会学部情報デザイン学科

最新情報技術を体験
韓国で海外事情研修 メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
電
気
街
な
ど
回
る

　
「
ま
た
行
き
た
い
」

「
も
っ
と
日
数
が
欲
し

か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が

何
人
も
の
学
生
か
ら
あ

が
っ
て
お
り
、
色
々
と
感

じ
た
こ
と
・
考
え
た
こ
と

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
参
加
学

生
に
は
、
日
本
が
進
ん
で

い
る
点
、
遅
れ
て
い
る
点

を
意
識
し
て
今
後
の
社
会

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
隔
年
で
の
開
催
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

（
国
際
大
現
代
社
会
学
部

情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科

准
教
授�

石
川　

高
行
）

　

現
代
社
会
学
部
情
報
デ
ザ
イ
ン
学

科
の「
海
外
事
情
研
修 (

韓
国)

」は
、

情
報
技
術
の
発
達
が
著
し
い
韓
国
に

直
接
赴
き
そ
の
利
用
の
度
合
い
を
直

接
体
験
し
て
く
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
２
月
７
日
か
ら
９
日
に
か
け
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
籍
・
性
別
様
々
な
学
生
17
人

が
参
加
し
、
２
泊
３
日
と
い
う
限

ら
れ
た
時
間
で
、
デ
ジ
タ
ル
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
昌
徳
宮
・
ソ

ウ
ル
タ
ワ
ー
・
百
貨
店
・
東
大
門

市
場
・
龍
山
電
子
商
店
街(

韓
国

の
秋
葉
原
と
言
わ
れ
る
場
所)

・

E-M
A

RT
(

量
販
店)

な
ど
を

回
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
日
の
最
後
の
研
修
地
か

ら
ホ
テ
ル
へ
は
各
自
が
公
共
交
通
機

関
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
完
全
Ｉ
Ｃ 

化
さ
れ
た
地
下
鉄
乗
車
券
シ
ス
テ
ム

な
ど
も
体
験
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
が
初
体
験
で
あ
る
学
生
も
何

人
か
い
ま
し
た
が
、
学
生
全
員
が
現

地
の
携
帯
電
話
を
レ
ン
タ
ル
し
、
ど

う
し
て
も
困
っ
た
時
に
は
い
つ
で
も

教
員
を
呼
び
出
せ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、
安
心
し
て
行
動
で
き
る
研
修

を
目
指
し
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
シ
テ
ィ
内
、
歩
く
と
そ
の
床
の
足
跡
部
分

に
花
が
咲
く
展
示

ト
ル
コ
で
日
本
語
教
員
ア
シ
ス
ト

〝
日
本
理
解
〟
に
手
応
え

ビ
ジ
ネ
ス
学
部
経
営
デ
ザ
イ
ン
学
科
３
年
次
生
　
森
園
　
睦

　

私
は
、
海

外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
経

験
で
感
じ
た

日
本
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
日
本
を
知

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
海
外
学
生
に

伝
え
る
事
で
、
こ
の
経
験
が
役
に
立

て
る
の
で
は
と
思
い
、
こ
の
留
学
を

決
意
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
外
国
の
事
を
知
り
た
い
、

と
い
う
私
に
と
っ
て
、
日
本
の
事
を

知
っ
て
も
ら
お
う
、
と
い
う
逆
の
立

場
に
な
る
事
は
、
初
め
て
の
経
験
で

し
た
。

　

授
業
で
は
、
早
口
言
葉
で
の
伝
言

ゲ
ー
ム
や
日
本
の
年
間
行
事
、
地
理

ク
イ
ズ
、
お
箸
の
持
ち
方
の
練
習
な

ど
を
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

で
は
、
互
い
に
言
葉
を
教
え
合
っ
た

り
、
日
本
料
理
も
一
緒
に
作
っ
た
り

し
ま
し
た
。

　

休
日
は
、
ト
ル
コ
の
首
都
ア
ン
カ
ラ

の
南
東
に
あ
る
、
ア
ナ
ト
リ
ア
高
原
の

火
山
に
よ
っ
て
出
来
た
カ
ッ
パ
ド
キ

ア
に
観
光
に
行
き
ま
し
た
。
目
に
映
る

全
て
が
、
日
本
に
は
な
い
ス
ケ
ー
ル
で

飛
び
込
ん
で
き
て
、
本
当
に
開
い
た
口

が
塞
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
と
ト
ル
コ
は
生
活
習
慣
が
似

て
い
ま
し
た
が
、
一
番
苦
労
し
た
事

は
、
日
本
人
独
特
の
言
葉
の
言
い
回

し
に
つ
い
て
で
す
。
私
達
の
言
葉
の

一
つ
一
つ
を
、
真
剣
に
聞
い
て
く

れ
、
こ
の
些
細
な
事
が
日
本
へ
の
理

解
を
深
め
、
よ
り
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
授
業
を
さ
せ
て
頂
い
て
、

自
分
が
話
す
全
て
が
、
誰
か
の
知
識

と
な
っ
て
役
に
立
っ
て
い
る
事
が
、

こ
ん
な
に
も
嬉
し
い
と
実
感
し
た
事

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
３
週
間
の
経

験
を
活
か
し
、
次
の
挑
戦
に
繋
げ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
に
と
っ

て
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
る
事
が
出

来
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

外国人留学生と学生交流
初のインターナショナル・デー

フリヤさん講師　トルコ料理に挑戦

世界三大料理の一つ・トルコ料理に舌づつみ

　

世
界
各
国
か
ら
国
際
大
に
留
学
し

て
い
る
外
国
人
学
生
か
ら
世
界
の
文

化
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
世
界
を
肌

で
感
じ
て
も
ら
う
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
デ
ー
を
１
月
１４
日
に
守
口

キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
は
西
洋
と
東
洋
が
出
会

う
文
明
の
十
字
路
「
ト
ル
コ
」。

　

カ
イ
セ
リ
市
に
あ
る
エ
ル
ジ
ェ
ス

大
学
交
換
留
学
生
と
し
て
本
学
に
在

籍
し
て
い
る
フ
リ
ヤ
・
カ
ラ
ス
さ
ん

を
講
師
に
、
学
部
学
生
と
留
学
生
の

参
加
者
２０
人
が
世
界
三
大
料
理
の
一

つ
で
あ
る
ト
ル
コ
料
理
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

試
食
の
後
は
、
フ
リ
ヤ
さ
ん
か
ら

母
校
や
カ
イ
セ
リ
の
様
子
を
、
ま
た

昨
年
は
外
務
省
か
ら
「
２
０
１
０
年

ト
ル
コ
に
お
け
る
日
本
年
」
記
念
事

業
の
認
定
を
受
け
て
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

次
回
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

デ
ー
に
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

（
大
学
・
短
大
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

�

　

谷
口　

勝
浩
）

＝
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
関
連
記
事
３
面
に

昨
年
日
本
語
教
員
ア
シ
ス
タ
ン
ト
研

修
生
と
し
て
エ
ル
ジ
ェ
ス
大
学
に
派

遣
さ
れ
た
学
生
か
ら
、
授
業
や
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、
日
本
文
化

祭
、
盲
学
校
訪
問
な
ど
、
ト
ル
コ
と

日
本
と
の
架
け
橋
と
し
て
過
ご
し
た

時
間
を
熱
っ
ぽ
く
報
告
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
エ
ル
ジ
ェ
ス
大
学
に
は
日

本
語
教
員
ア
シ
ス
タ
ン
ト
研
修
生
を

毎
年
３
週
間
派
遣
し
て
い
ま
す
が
、

奥
田
政
三
教
育
・

　
研
究
基
金
奨
学
生

（
敬
称
略
）˜

▽
大
学
・
短
大

学
科
研
修

ビ
ジ
ネ
ス
学
部
経
営
デ
ザ
イ
ン

学
科
海
外
事
情
研
修
［
中
国 

上

海
（
２
月
14
日 

～
２
月
17
日
）］

陳 

永
富
（
経
営
デ
ザ
イ
ン
３
）
▽

温 

彬
（
同
１
）
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
経

済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
海
外
事

情
研
修
［
中
国 

香
港
（
２
月
６
日

～
２
月
８
日
）］
沖
野
良
和
▽
竹
村
龍

太
郎
（
以
上
経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
３
）

▽
松
山
翔
悟
▽
小
澤
祐
介
▽
大
谷 

雄

▽
松
﨑
俊
樹
（
以
上
同
２
）
現
代
社

会
学
部
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
海

外
事
情
研
修
［
韓
国
　
ソ
ウ
ル
（
２

月
７
日
～
２
月
９
日
）］
中
川
拓
也
▽

堀
岡
久
喜
（
以
上
経
営
情
報
４
）
▽
岩

波 

海
▽
坂
下
智
也
▽
土
屋
誠
司
▽
西

山
圭
吾
▽
山
口
敏
成
▽
李 

兵
兵
▽

劉 
松
芳
▽
池
澤
美
保
▽
森 

由
佳
里

（
以
上
情
報
デ
ザ
イ
ン
３
）
▽
土
肥
徹

也
（
同
１
）
短
大
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
総
合
学
科
海
外
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
研
修［
カ
ナ
ダ
　
バ
ン
ク
ー

バ
ー
（
２
月
21
日
～
３
月
12
日
）］
川

村 

綾
▽
山
下
智
代
（
以
上
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
１
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ

ミ
ー
英
語
研
修
［
豪
州
（
２
月
26
日

～
３
月
26
日
）］
姜 

銀
（
経
営
デ
ザ

イ
ン
２
）
▽
平
山
美
冴
（
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
１
）
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
英
語
研
修

［
豪
州
（
３
月
５
日
～
３
月
26
日
）］

瀬
尾
康
平
▽
小
山
大
輝
（
以
上
経
営
デ

ザ
イ
ン
２
）
▽
柿
迫
秀
飛
（
国
コ
ミ

２
）
バ
ン
コ
ク
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
研
修
［
タ
イ

（
３
月
17
日
～
３
月
25
日
）］
安
田
祥

子
▽
永
井
里
奈
（
以
上
心
理
コ
ミ
２
）

日
本
語
教
員
ア
シ
ス
タ
ン
ト
研

修
（
２
月
20
日
～
３
月
末
ま
で
の
３
～

４
週
間
）［
ト
ル
コ 

エ
ル
ジ
ェ
ス

大
学
］
関
野
裕
一
▽
森
園 

睦
（
以
上

経
営
デ
ザ
イ
ン
２
）
▽
竹
本 

愛
（
人

間
健
康
３
）▽
小
泉
舞
子（
国
コ
ミ
１
）

［
韓
国
　
慶
南
情
報
大
学
］
小
原
慧

介
（
法
政
経
４
）
▽
［
韓
国 

東
洲

大
学
］
堂
東
知
未
（
国
コ
ミ
３
）
▽
佐

野
恵
理
（
心
理
コ
ミ
２
）
▽
［
ベ
ト
ナ

ム
　
ホ
ン
バ
ン
国
際
大
学
］
高
山
英

之
（
国
コ
ミ
２
）

▽
大
和
田
高
校

派
遣
留
学
［
豪
　
ジ
ー
ロ
ン
・
グ

ラ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
（
３
月
11
日
～

４
月
２
日
）］
山
口 

礼
▽
雨
崎
沙
奈

▽
山
内
裕
馬
▽
乾 

綾
香
（
以
上
１
）

▽
滝
井
高
校

派
遣
留
学
［
豪
　
ツ
ー
ラ
ッ
ク
・

カ
レ
ッ
ジ
（
４
月
26
日
～
５
月
23

日
）］
福
島 

萌
▽
吉
田
綾
乃
▽
中
山

専
門
分
野
と
向
き
あ
う
こ
と

株
式
会
社
安
井
建
築
設
計
事
務
所

代
表
取
締
役
社
長
　

佐
野 

吉
彦

可
能
な
範
囲
で
社
会
に
寄
与
す
る
一

連
の
プ
ロ
セ
ス
を
こ
な
す
こ
と
に
つ

い
て
、
決
意
す
る
こ
と
で
す
。

　

た
し
か
に
そ
れ
は
気
を
引
き
締
め

る
べ
き
作
業
な
の
で
す
が
、
孤
高
の

作
業
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
多
く

の
人
が
同
じ
よ
う
な
視
点
で
仕
事
や

学
問
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
な

ら
、
作
業
に
向
か
う
精
神
を
共
有
で

き
、
お
互
い
を
高
め
あ
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ぜ

ひ
、
教
師
や
友
人
た
ち
、
あ
る
い
は

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
の
ひ
と
た
ち

と
思
い
を
シ
ェ
ア
し
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
も
う
ひ
と
つ
大
事
な
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、
専
門
分
野
を
選

ぶ
と
と
も
に
、
社
会
を
変
え
て
ゆ

く
責
任
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
ま
す
。
プ
ロ
で
あ
る
こ
と
の
条

件
に
は
、
社
会
を
よ
り
良
く
変
え

る
任
務
が
含
ま
れ
て
い
る
、
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
多
少
不

遜
な
態
度
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、

取
り
組
ん
だ
結
果
に
対
し
て
手
ひ

ど
い
批
判
を
浴
び
る
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
ま
ず
は
、

た
め
ら
う
こ
と

な
く
発
言
し
、

議
論
し
、
行
動

し
て
み
る
こ
と

で
す
。
そ
う
や
っ

て
、
社
会
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
し
、

現
実
の
な
か
で
試
行
錯
誤
し
て
成

長
す
る
こ
と
が
、
専
門
分
野
を
究

め
る
な
か
で
期
待
さ
れ
る
こ
と
で

す
。
専
門
分
野
と
ど
の
よ
う
に
向

き
あ
う
か
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は

人
間
と
し
て
思
考
を
鍛
え
、
人
格

を
養
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

①工学を学んでエンジニア
として日本で働きたい　②水

泳、クリケット。コンピュータなど機械関係
に強いです

守口留学生別科（スリランカ）
Asiri Karunathilaka
（アーシリ カルナーチィラカ）

①国で大学の先生になりたい 
②自分と違ういろんな人と

会ったり話したり遊んだりすることが好きで
す。読書

守口留学生別科（トルコ）
Hulya Karasu

（フリヤ カラス）
①日本でファッション関係の
仕事　②洋服作り、モデル、

歌、ダンス、おいしい物を食べることなど

守口留学生別科
（ニュージーランド）
Bina Shurety（ビナ シュレティー）

①世界中の人々と交流する 
②カラオケ（FM-HANAKO賞

受賞）、ピアノ、体育舞踊、料理

人間科学部心理コミュニケー
ション学科３年次生（中国）
高 宜君（コウ ギクン）①旅行のガイド。海外から日

本に来る人々に日本を紹介し
たい。今年中に日本語能力試

験１級合格　②ピアノ

枚方留学生別科（韓国）
崔 瑄慶（チェ ソンギョン)

①モンゴルと日本の経済交流や貿易
の発展に役立つ仕事　②日・中・露・英などの外国語

国際コミュニケーション学部 
４年次生（モンゴル）
Batbuyan Lkhagvasuren
（バトブヤン ラハグワスレン）

①母国と日本のビジネス関係
が深まるよう貢献　②サッカー観戦、読書（特
にアラビア語文学）

ビジネス学部経済ファイナンス
学科３年次生（サウジアラビア）
ALFARAJ. ALWALEED SULAIMAN A
（アルファラジ アルワリード スレイムン Ａ)

国際大では、さまざまな国の留学生が学び、
在学生たちにとっても異文化を学ぶいい機会
となっています。卒業後は、国際大で学んだグ
ローバルマインドを糧に、母国と日本の架け橋
となって活躍してくれることでしょう。そんな
留学生たちの中から今号では10人を紹介しま
す。（コメントは①将来の夢②趣味・特技）

①日本の大企業でITエンジニ
アとして働く　②スポーツ、

特にサッカー、パソコン（３年次に国際大の
Silver Finger Prizeを受賞）

現代社会学部情報デザイン学科
４年次生（ベトナム）
TRAN DAI TRI（チャン ダイ チ）

①日本では日本語を学びなが
ら日本の生活を楽しみ、将来

はアメリカの学校に入って英語を勉強する②
絵を描くこと

現代社会学部法律政策学科3年
次生（台湾）
陳 詩 （チン シテイ）

①ラオスの株式市場で働きた
い　②サッカーと本を読むことが大好き

ビジネス学部経済ファイナンス
学科４年次生（ラオス）
SOPHILAVANH KHAMSOUK
（ソピラーワン カンスック） 大学留学生紹介

本学への留学生たち

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

美
織
▽
吉
田
優
花
（
以
上
２
）［
加
　

ト
リ
リ
ア
ム
レ
ー
ク
ラ
ン
ド
地
方
教

育
委
員
会
（
提
携
公
立
高
校
）（
９

月
３
日
～
10
月
15
日
）］
深
江
可
那
子

▽
野
上
遙
夏
（
以
上
１
）
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毎
年
、
春
（
京
都
府
京
田
辺
市
）

と
夏
（
北
海
道
登
別
市
）
に
開
催
さ

れ
て
い
る「
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
、

全
国
か
ら
学
生
・
院
生
が
集
ま
り
、

〝
全
国
大
学
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
〟で
入
賞

「協
京 田 辺

・多・鍋」イベント提言

日ごろの研究•実践の成果

「ひと・まち・であう」プロジェクト

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
解
決
策
を

考
え
て
い
く
企
画
で
、他
大
学（
院
）

の
活
動
や
研
究
も
知
る
こ
と
が
で
き

て
、
と
て
も
有
意
義
な
場
と
な
っ
て

い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
チ
ー
ム
は
今
回
で
３

回
目
の
参
加
だ
っ
た
が
、
政
策
提
案成果が実って喜びあふれるプロジェクトメンバーたち

に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
ど
の
様
な

問
題
が
あ
る
の
か「
仮
説
」を
立
て
、

そ
れ
を
裏
付
け
る
た
め
に
、
京
田
辺

市
各
所
で
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

を
行
い
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

生
き
た
情
報
を
得
る
こ
と
に
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、「
新
興
住
宅
地
域
と
旧
村
地
域

の
人
の
繋
が
り
」
と
い
う
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
京
田
辺
市
の
特
産

物
を
資
源
と
し
、
旧
村
地
域
の
歴
史

が
継
承
さ
れ
、
新
興
住
宅
地
域
の
人

も
加
わ
っ
た
京
田
辺
市
と
し
て
の
新

た
な
文
化
を
育
ん
で
い
く
、“
京
田

辺
か
ら
の
「
協
・
多
・
鍋
」（
多
く

の
人
が
協
力
し
て
つ
く
る
鍋
）”
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
を
提
言
し
た
。

　

今
回
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
政
策
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
究
所
賞
」
を
い
た
だ
い
た

の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
日
常
的
に
、「
ひ

と
・
ま
ち
・
で
あ
う
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
い
う
課
題
解
決
型
の
地
域
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
て
研
究
・
実
践
し
て
い
る

こ
と
が
、
成
果
と
し
て
実
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ

う
い
っ
た
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
に
参

加
し
続
け
、
日
頃
の
地
域
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
情
報
発
信
を
し
て
い
く
つ
も
り

で
あ
る
。

（
大
学
法
政
経
学
部
’11
年
卒
・
前
「
ひ

と
・
ま
ち
・
で
あ
う
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー

現
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す
が
は
ら
ひ
が
し
職

員�

小
竹
森　

晃
）

 

学

 

学

「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行 

︱
」

初
参
加
で
「
奨
励
賞
」
受
賞

経済産業省が主催する本大会で、堂々とプレゼンテーションを行った

社会人基礎力育成グランプリ
　
「
社
会
人
基
礎
力
育
成
グ
ラ
ン
プ

リ
２
０
１
１
」
近
畿
地
区
予
選
大
会

（
大
阪
国
際
会
議
場
）
に
お
い
て
、

国
際
大
は
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

と
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
へ
の
展

開
」
と
題
し
て
、
経
営
情
報
学
部
４

年
次
生
の
木
下
真
澄
、
ビ
ジ
ネ
ス
学

部
３
年
次
生
の
今
村
翔
大
・
植
松
準

也
が
代
表
と
な
っ
て
発
表
を
行
い
、

近
畿
地
区
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

　

経
済
産
業
省
は
、
日
本
の
将
来
を

託
す
若
者
を
育
て
る
た
め
に
、
社
会

人
基
礎
力
を
「
職
場
や
社
会
の
中
で

多
様
な
人
々
と
共
に
仕
事
を
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
力
」
と

し
て
捉
え
、
大
学
の
教
育
現
場
で
行

わ
れ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型

学
習
）
活
動
な
ど
で
育
成
さ
れ
た
社

会
人
基
礎
力
を
報
告
す
る
場
と
し
て

同
大
会
を
主
催
し
て
い
る
。

　

一
大
学
で
一
組
の
み
が
出
場
で

き
、
全
国
で
６
つ
の
地
区
予
選
大
会
が

あ
り
、
12
月
２
日
の
近
畿
地
区
で
は
19

大
学
が
報
告
を
行
っ
た
。
他
の
登
壇
者

は
、
指
導
教
員
（
古
殿
）
と
学
外
協
力

者
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す
が
は
ら
ひ
が
し
宮

原
保
子
理
事
長
）
で
あ
る
。

　

大
会
は
、
２
分
間
の
指
導
教
員
の
概

要
説
明
、12
分
間
の
学
生（
３
人
ま
で
）

の
発
表
で
構
成
さ
れ
る
。
初
参
加
で

あ
っ
た
が
、
１
校
目
、
２
校
目
と
発
表

が
進
む
に
つ
れ
、
十
分
に
最
優
秀
賞
が

狙
え
る
と
胸
を
高
鳴
ら
せ
て
い
た
。

本
学
の
発
表
の
番
で
は
、
３
人
が
堂
々

と
し
た
態
度
で
、
最
高
の
報
告
を
行
っ

た
。
し
か
し
結
果
は
、
奨
励
賞
に
と
ど

ま
り
、
初
参
加
校
に
と
っ
て
同
大
会

の
壁
の
高
さ
を
感
じ
た
と
同
時
に
、

次
の
大
会
で
の
最
優
秀
賞
を
目
指
す

と
い
う
新
た
な
目
標
が
で
き
た
。

（
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
長　

古
殿　

幸
雄
）

 

学

大
和
田
中
・
高

米作り➡かき餅試食まで
精華台小生とフィールドワーク
 枚方スマイルプロジェクト　

枚方では「ランタン灯路」催しで交流

地
域
交
流
は
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
成
長
の
場

と
な
っ
て
い
る

学
校
で
は
、
田
植
え
、
稲
刈
り
を
経

て
収
穫
し
た
米
を
使
っ
て
、
か
き
餅

を
作
り
ま
す
が
、
そ
の
作
業
が
２
月

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
体
育
館
に
集
合

し
た
小
学
生
の
前
で
、
保
護
者
の

方
々
と
協
力
し
て
固
い
餅
を
切
り
分

け
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
け
ら

れ
た
そ
の
餅
は
、
乾
燥
さ
せ
て
か
ら

３
月
に
焼
い
て
み
ん
な
で
食
べ
ま
し

た
。

　

児
童
達
が
、
自
分
達
で
収
穫
し
て

で
き
た
餅
な
の
で
、
よ
り
一
層
美
味

し
く
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。
都
心
か

ら
離
れ
た
学
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
、
そ
ん
な
小

学
生
の
学
習
の
場
に
関
わ
り
貢
献
で

き
て
い
る
こ
と
を
メ
ン
バ
ー
一
同
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
に
は
、
枚
方
市
で
行

わ
れ
た
ラ
ン
タ
ン
灯
路
の
催
し
に
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
半
日
か
け
て
市
役
所

前
の
平
和
の
鐘
「
ヒ
ラ
リ
ヨ
ン
」
の

周
辺
に
１
７
０
０
個
の
ラ
ン
タ
ン
で

「
枚
方
市 

平
和
の
日 

３
月
１
日
」

と
描
き
ま
し
た
。
そ
の
ラ
ン
タ
ン
は

牛
乳
パ
ッ
ク
４
つ
を
組
み
合
わ
せ
て

作
ら
れ
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
が
作
成

し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
行

き
交
う
多
く
の
人
々
が
足
を
止
め
て

下
さ
っ
た
の
で
、
平
和
に
つ
い
て
考

え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
小
学
生
や
地
域
の
人
達
と

の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｓ
Ｐ
で
は
、
一

つ
ひ
と
つ
の
活
動
を
通
し
て
、
メ

ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
ー
が
広
が
っ
て
い
く
の
を
実
感

し
な
が
ら
、
多
く
の
方
々
の
協
力
の

も
と
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
メ
ン

バ
ー
の
成
長
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

（
枚
方
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表 

�

ビ
ジ
ネ
ス
学
部
経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

学
科
４
年
次
生�

植
松　

準
也
）

　

国
際
大
の
枚
方
ス
マ
イ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
Ｈ
Ｓ
Ｐ
）
で
は
、
１
年

間
を
通
し
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
最
近
の
活
動

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

京
都
府
相
楽
郡
に
あ
る
精
華
台
小

楽
し
か
っ
た！
ブ
ラ
バ
ン
合
奏

地
域
の
小
学
生
ら
招
き

吹
奏
楽
部
員 

初
の
音
楽
教
室
開
く

　

大
和
田
中
学･

高
校
で
は
、
３
月

２０
日
、
21
日
の
２
日
間
、
３
回
に
わ

た
っ
て
「
ブ
ラ
バ
ン
春
の
音
楽
教

室
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
初
め

て
の
試
み
で
し
た
が
、
参
加
者
は
、

地
域
の
小
学
生
ら
の
べ
39
人
で
、
大

盛
況
の
音
楽
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
部
員
か
ら
小
学
生
へ
歓
迎

の
気
持
ち
を
こ
め
て
、「
ヘ
ビ
ー
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
」、「Bird Land

」
を

演
奏
。
続
い
て
、
小
学
生
も
合
同
で

す
る
予
定
の
「
テ
キ
ー
ラ
」
を
演
奏

し
ま
し
た
。
気
持
ち
が
ほ
ぐ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
、
楽
器
紹
介
に
移
り
ま

し
た
。
す
べ
て
の
楽
器
の
音
を
聞
い

て
も
ら
っ
た
上
で
、
希
望
の
楽
器
を

選
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
分
か
れ

て
、
パ
ー
ト
ご
と
に
練
習
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
こ
わ
ご
わ
楽
器
を
触
っ
て

い
ま
し
た
が
、
合
奏
前
に
は
そ
れ
ぞ

れ
ち
ゃ
ん
と
音
が
出
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
最
後
に
は
全
員
で
集

ま
っ
て
合
奏
を
し
ま
し
た
。「
テ
キ
ー

ラ
！
」
と
い
う
曲
中
の
か
け
声
の
練

習
も
中
高
生
と
一
緒
に
大
き
な
声
で

挑
戦
し
、
合
奏
は
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
最
後
に
、
曲
を
通
し
で
演
奏
し

て
、
音
楽
教
室
を
終
え
ま
し
た
。
小

学
生
は
皆
、「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

「
優
し
く
教
え
て
く
れ
た
」
と
満
足

げ
な
表
情
で
し
た
。

　

お
越
し
く
だ
さ
っ
た
小
学
生
と
保

護
者
の
皆
様
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
大
和
田
中
・
高
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

顧
問　

田
阪　

洋
樹
）

「
上
手
に
吹
け
て
る
よ
」。
地
域
の
小
学
生
に
や

さ
し
く
指
導
す
る
部
員
た
ち

　

１
月
29
日
、
守
口
・
枚
方
キ
ャ
ン

パ
ス
の
学
部
生
・
留
学
生
別
科
生
の

合
計
２３
人
で
、
三
重
県
上
野
公
園
に

あ
る
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
に
同
窓
会

寄
贈
バ
ス
を
利
用
し
て
日
帰
り
旅
行

へ
行
き
ま
し
た
。

　

忍
者
屋
敷
な
ら
で
は
の
数
々
の
カ

ラ
ク
リ
に
感
激
し
た
り
、
目
の
前
で

展
開
さ
れ
る
本
格
的
な
忍
者
の
迫
力

あ
る
実
演
に
感
動
し
、
手
を
叩
い
て

喜
ん
で
い
ま
し
た
。
体
験
で
投
げ
た

本
物
の
手
裏
剣
は
思
っ
た
よ
り
重
た

く
、
的
に
当
て
る
こ
と
は
難
し
か
っ

た
で
す
。

　

そ
の
後
は
グ
ル
ー
プ
で
伊
賀
上
野

城
へ
行
っ
た
り
、
忍
者
コ
ス
プ
レ
を

し
な
が
ら
上
野
の
街
を
散
策
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
忍
者
衣
装
の
レ
ン

タ
ル
店
の
ご
主
人
は
と
て
も
い
い
人

で
、
留
学
生
に
温
か
い
お
茶
を
出
し

て
く
れ
た
り
、
忍
術
に
つ
い
て
教
え

て
く
れ
た
り
と
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
ま
し
た
。

　

帰
国
後
も
良
い
思
い
出
を
胸
に

ず
っ
と
友
達
の
輪
を
途
切
れ
る
こ
と

な
く
続
け
て
行
っ
て
欲
し
い
も
の
で

す
。

（
大
学
・
短
大
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

�

奥
西　

克
彦
）

伊
賀
の
忍
者
屋
敷

留
学
生
23
人
見
学

日
帰
り
旅
行
を
楽
し
む

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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東
日
本
大
震
災

被
災
者
支
援
　

み
ん
な
で〝
エ
ー
ル
〟

　

３
月
11
日
、
三
陸
沖
を
震
源
に
起
き

た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本

大
震
災
）
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
、
各
学

校
で
は
、
被
災
者
支
援
の
た
め
の
自

主
的
な
活
動
が
行
わ
れ
た
。

　

大
学
・
短
大
で
は
、
枚
方
キ
ャ
ン

パ
ス
の
複
数
の
学
生
チ
ー
ム
が
連
携

し
て
募
金
活
動
を
展
開
、「
ひ
と
・
ま

ち
・
で
あ
う
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
Ｅ
Ｓ

Ｓ
が
、
Ｊ
Ｒ
長
尾
駅
前
で
市
民
か
ら

募
っ
た
３
７
７
７
６
円
、
卒
業
式
で
の

６
６
７
３
９
円
、
朝
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
１
１
８
６
６
円
を
集
め
た
。
ま

た
、
枚
方
・
守
口
両
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

募
金
箱
に
は
、
学
生
・
教
職
員
か
ら

２
２
２
１
３
４
円
が
寄
せ
ら
れ
、
総
計

３
３
８
５
１
５
円
を
日
本
赤
十
字
社
に

届
け
た
。
他
に
も
、
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

の
「
ひ
と
・
ま
ち
…
」、朝
市
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
枚
方
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
学
生
た
ち
が
、
３
月
13
日
、
枚
方
宿

く
ら
わ
ん
か
五
六
市
で
義
援
金
活
動
を

行
い
、
４
４
５
２
０
２
円
を
集
め
た
。

　

ま
た
、
大
学
・
短
大
は
、
被
災
学

ト
」
を
通
じ
て
表
明
。
学
園
か
ら

は
物
的
支
援
と
し
て
同
じ
く
文
部
科

学
省
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
マ
ス
ク

１
０
２
０
０
枚
の
提
供
を
申
し
出
た
。

　

滝
井
高
校
で
は
、
生
徒
会
・
教
職

員
か
ら
２
７
８
７
８
７
円
、
同
窓

会
・
撫
子
会
が
30
万
円
、
大
和
田

中
・
高
校
で
も
生
徒
会
・
教
職
員
か

ら
１
６
０
９
８
５
円
が
寄
せ
ら
れ
、

日
本
赤
十
字
社
に
送
金
さ
れ
た
。
幼

稚
園
で
は
、
保
護
者
、
教
職
員
に
呼

び
か
け
１
９
６
５
０
８
円
を(

社)

大

阪
府
私
立
幼
稚
園
連
盟
に
送
り
、
被

災
者
救
援
義
援
金
と
し
た
。

地
元
の
イ
ベ
ン
ト
・
く
ら
わ
ん
か
五
六
市
で

積
極
的
に
募
金
活
動
を
行
う
学
生
た
ち

永
梨
乃
▽
白
井
あ
す
み
▽
土
居
美
憂

▽
山
崎
安
加
里
▽
吉
田
優
花
（
以
上

２
）

漢
検
２
級

小
堂
由
衣
▽
早
野　

舞
▽
田
畑
成

美
▽
樋
口
香
奈
（
以
上
３
）
▽
高

野 

花
▽
米
津
毬
乃
（
以
上
２
）

同
準
２
級

谷
口
富
香
▽
福
井
由
紀
子
▽
前
田
知

左
▽
長
尾
彩
未
▽
南 

桃
子
▽
杉
本

莉
菜
（
以
上
３
）
▽
大
本
有
紗
▽
磯

和
奈
央
子
▽
西
村 

楓
▽
福
島 

萌

▽
前
田
あ
ゆ
み
▽
槇
野
有
華
▽
吉
田

綾
乃
▽
吉
永
梨
乃
▽
大
橋
桃
佳
▽
速

水
夢
奈
▽
溝
淵
真
理
菜
▽
岩
上
史
佳

▽
西
田
花
奈
▽
前
田
朋
美
▽
山
本
愛

美
▽
山
田
明
日
香
▽
松
川
久
実
▽
大

西
秋
恵
▽
土
居
美
憂
（
以
上
２
）
▽

井
出
愛
香
▽
池
阪
愛
莉
▽
内
田
夏

帆
▽
北
峯
未
来
▽
古
賀
千
愛
▽
仁

科 

優
▽
村
田
千
明
▽
岩
崎
栞
菜
▽

田
口
有
里
沙
▽
田
口
麗
衣
奈
▽
野
涯

な
つ
き
▽
影
山
萌
彩
▽
池
田
実
歩
▽

宮
迫
恭
子
（
以
上
１
）

◆
大
和
田
高
校

英
検
２
級

田
上
俊
成
▽
佐
藤
香
菜
▽
吉
川
彰
人

▽
高
松
健
太
▽
吉
川
さ
つ
き
▽
坂
本

舞
子
▽
外
越
友
祈
▽
ト
蔵
奈
津
美
▽

翠
川
陽
大
▽
山
上
り
な
▽
岩
崎
奈
菜

▽
楊 

千
里
▽
麻
生
勇
人
▽
北
野
真

穂
▽
守
丘 

稜
（
以
上
２
）
▽
宮
地

の
ぞ
み
▽
堂
園
葉
月
▽
岩
見
里
咲
▽

槇
田
結
香
（
以
上
１
）

漢
検
２
級

青
山
香
波
▽
幸 

沙
希
▽
北
村
理
紗

▽
伊
藤
正
子
▽
小
澤
菜
月
▽
西
村
ま

り
な
▽
平
尾
真
裕
子
▽
山
口
絢
子
▽

山
本
光
珠
▽
渡
辺
真
衣
（
以
上
３
）

▽
田
中
弥
姫
（
２
）

同
準
２
級

曽
川
瑞
穂
▽
小
澤
菜
月
▽
生
山
千
裕

▽
蜂
谷 

望
▽
長
通
実
佳
▽
吉
尾　

恵
▽
田
村
京
香
（
以
上
３
）
▽
茶
谷

知
樹
▽
齋
藤
美
紀
▽
平
田
初
希
▽
西

田
遼
太
（
以
上
１
）

◆
大
和
田
中
学

英
検
準
２
級

山
田　

誠
（
３
）

漢
検
準
２
級

野
見
山
賢
人
▽
中
西
健
太
▽
池
内
美

帆
▽
宇
都
宮
佳
奈
（
以
上
３
）
▽
大

沢
美
波
▽
林
日
向
子
▽
青
木
霞
穏
▽

稲
毛 

元
▽
添
郷
将
史
▽
茶
谷
拓
実

▽
岸
日
菜
穂
▽
木
下
優
花
▽
酒
井
亜

美
▽
矢
田
歌
菜
絵
（
以
上
２
）

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

◆
国
際
大

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
８
５
０
点
以
上
（
Ｉ

Ｐ
含
む
）

東
方
満
晴
（
国
コ
ミ
４
）

同
７
３
０
点
以
上
（
Ｉ
Ｐ
含
む)

RID
W

A
N

 A
CH

Y
A

R

（
情
報
デ

ザ
イ
ン
２
）
▽
横
山
精
二
（
国
コ
ミ

４
）

同
６
５
０
点
以
上(

Ｉ
Ｐ
含
む)

清
水
佐
紀
（
国
コ
ミ
４
）

同
５
０
０
点
以
上(

Ｉ
Ｐ
含
む)

グ
ェ
ン 

バ
ン
ジ
ー
▽
松
原
洋
輔
▽

金 

蕙
園
（
以
上
国
コ
ミ
４
）
▽
川

本
優
希
（
同
３
）

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ(

Ｉ
Ｂ
Ｔ)

６
８
点

村
上
彩
実
（
国
コ
ミ
４
）

英
検
２
級

大
東
佑
輔
▽
蒲
本
佳
奈
（
以
上
国
コ

ミ
４
）
▽
山
本
由
香
（
同
３
）
▽
矢

嶋
隆
弥（
同
２
）▽
辻
村
和
恵（
同
１
）

中
国
語
検
定
試
験
２
級

硲　

由
美
子
（
国
コ
ミ
４
）

日
本
語
能
力
試
験
１
級

邵　

煜
（
経
営
情
報
４
）
▽
徐 

斌

（
法
政
経
４
）
▽
王 

士
銓
（
経
営

デ
ザ
イ
ン
２
）

日
本
語
能
力
試
験
Ｎ
１

姜 

文
一
▽
胡 

晟
▽
周 

津
▽

袁 

顧
嫣
▽
馮 

翔
宇
（
以
上
経
営

情
報
４
）
▽
宋 

金
秋
（
法
政
経

４
）
▽
楚 

金
浩
▽
張　

俊
彦
（
以

上
情
報
デ
ザ
イ
ン
１
）
▽
王　

美

洋
▽

 

超
▽
金 

光
現
▽
陳 

広

宣
▽
陳 

奇
（
以
上
国
コ
ミ
４
）
▽

林 

玉
娜
（
同
２
）

日
商
Ｐ
Ｃ
検
定 

「
文
書
作
成
」
２

級寺
尾
優
志
（
心
理
コ
ミ
２
）
▽
蒲
本

佳
奈
▽
髙
見
育
代
▽
木
口
真
琴
（
以

上
国
コ
ミ
４
）
▽
三
井
一
斗
▽
山
本

由
香
（
以
上
同
３
）

日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
「
デ
ー
タ
活
用
」

２
級

茨
木
毬
名
▽
蒲
本
佳
奈
▽
髙
見
育
代

（
国
コ
ミ
４
）▽
三
井
一
斗（
同
３
）

Ｃ
Ｇ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
検
定
デ
ィ
ジ

タ
ル
映
像
部
門
ベ
ー
シ
ッ
ク

徳
田
貴
士
▽
藤
本
涼
平
▽
池
澤
美
保

▽
森 

由
佳
里
（
以
上
情
報
デ
ザ
イ

ン
３
）▽
西
村
淳
也
▽
萬
田
美
穂（
以

上
同
２
）

Ｃ
Ｇ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
検
定
Ｗ
ｅ
ｂ

デ
ザ
イ
ン
部
門
ベ
ー
シ
ッ
ク

池
澤
美
保
▽
森 

由
佳
里
▽
藤
田
和

音
（
以
上
情
報
デ
ザ
イ
ン
３
）
▽
萬

田
美
穂
（
同
２
）

Ｃ
Ｇ
エ
ン
ジ
ニ
ア
検
定
Ｃ
Ｇ
部

門
ベ
ー
シ
ッ
ク

高
畠
采
葵
（
情
報
デ
ザ
イ
ン
３
）

パ
ソ
コ
ン
検
定
準
２
級

高
畠
采
葵
（
情
報
デ
ザ
イ
ン
３
）
▽

張 

凌
閣
▽
福
本
舜
也
▽
吉
水
真
優

（
以
上
同
１
）
▽
王 

士
銓
（
経
営

デ
ザ
イ
ン
２
）
▽
小
林
誠
一
（
法
律

政
策
２
）

同
３
級

竹
田
麻
理
愛
（
情
報
デ
ザ
イ
ン
３
）

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験

河
井
孝
光
（
経
営
デ
ザ
イ
ン
３
）
▽

南
出
裕
樹
（
経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

３
）▽
森 

由
佳
里
▽
廣
木
慎
吾（
以

上
情
報
デ
ザ
イ
ン
３
）
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高
畠
采
葵
（
情
報
デ
ザ
イ
ン
３
）

秘
書
技
能
検
定
準
１
級

北
田
雄
一（
経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
３
）

日
商
簿
記
検
定
試
験
２
級

上
方 

力
（
経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

３
）
▽
西
村 

航
（
同
２
）

販
売
士
検
定
２
級

安
威
友
紀
子
▽
陳 

楠
（
以
上
経
営

デ
ザ
イ
ン
３
）▽
津
川
知
之（
同
２
）

国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

滝
田
佳
奈
（
国
コ
ミ
４
）

宅
地
建
物
取
引
主
任
者

中
村
千
佳
（
法
政
経
４
）

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
（
資
産
設
計
提
案
業
務
）

検
定
２
級

上
方 

力（
経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
３
）

ビ
ジ
ネ
ス
著
作
権
検
定
初
級

竹
田
麻
理
愛
▽
山
口
沙
織
（
以
上
情

報
デ
ザ
イ
ン
３
）
▽
中
島
悠
作
（
同

２
）
▽
下
田
龍
馬
▽
辻
谷
浩
基
▽
葉

山
偉
永
▽
藤
本
契
太
（
以
上
法
律
政

策
２
）

法
学
検
定
試
験
３
級
行
政
コ
ー

ス服
部
真
弥
（
法
律
政
策
３
）

◆
短
大

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
５
０
０
点
以
上

松
田
唯
衣
（
幼
児
保
育
２
）
▽
大
森

尊
子
（
同
１
）

英
検
２
級

福
間
め
ぐ
み
▽
坪
井
梨
絵
（
以
上
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２
）

英
検
準
２
級

小
田
有
希
子
▽
田
中 

愛
▽
牧
野
亜

美
（
以
上
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２
）
▽

曽
我
亜
由
美
（
同
１
）

日
商
Ｐ
Ｃ
検
定 

「
文
書
作
成
」
２

級山
田
朝
代
▽
山
本
浅
子
▽
泉 

美
咲

▽
乾 

秀
子
▽
片
山
あ
ん
づ
▽
岡
元

悠
華
▽
小
山
友
里
香
▽
田
中 

愛

（
以
上
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２
）
▽
平

田
絵
里
子
（
同
１
）

日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
「
デ
ー
タ
活
用
」

２
級

山
本
浅
子
▽
小
田
有
希
子
▽
泉 

美

咲
▽
片
山
あ
ん
づ
▽
小
池
絢
加
▽
汐

見
綾
佳
▽
野
﨑
彩
香
▽
山
田
朝
代
▽

檀
浦
潤
子
（
以
上
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

２
）
▽
神
野 

遥
（
同
１
）

秘
書
技
能
検
定
２
級

福
間
め
ぐ
み
（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

２
）
▽
藤
田
真
帆
▽
藤
本
亜
実
（
以

上
同
１
）

日
商
簿
記
検
定
３
級

漁 

麻
実
（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２
）

▽
　

（
同
１
）

販
売
士
検
定
３
級

小
川
栞
里
▽
田
中 

愛
▽
西
平
朋
世

（
以
上
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２
）
▽
五

味
史
早
▽
杉
田
典
子
▽
武
島
夏
海
▽

原 

さ
く
ら
▽
藤
田
真
帆
▽
松
岡
千

春
（
以
上
同
１
）

国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

山
本
果
奈
（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２
）

▽
大
栢
愛
理
▽
君
原
萌
々
子
▽

林 

恭
香
（
以
上
同
１
）

カ
ワ
イ
ピ
ア
ノ
ラ
イ
セ
ン
ス
グ

レ
ー
ド
Ｃ

中
西
香
野
子
▽
三
枝
加
奈
（
以
上
幼

児
保
育
２
）

ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー

田
村
加
奈
▽
前 

遥
▽
泉 

美
咲

（
以
上
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
２
）

高
校･

中
学
資
格
取
得
者(

敬
称
略)

平
成
22
年
度
後
半

◆
滝
井
高
校

ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定
１
級

粕
谷
恭
子
（
２
）

同
２
級

大
野
真
奈
美
（
３
）
▽
中
山
美
織
▽

簗
瀬
睦
乃
（
以
上
２
）
▽
金 

鐘
禧

（
１
）

英
検
２
級

植
林
明
日
香
▽
田
中
智
恵
▽
矢
野
未

来
▽
横
地
美
季
▽
樋
口
香
奈
（
以
上

３
）
▽
川
原
奈
恵
▽
高
野 

花
▽
吉

課
外
活
動
奨
励
者
表
彰

学びウォッチング
授業で学園緑化を実践 大学

心
を
伝
え
る
た
め
の
作
法
を
学
ぶ 

滝
井
高
校

人間科学部心理コミュニケーション
学科「フィールドワークⅠ」

有田　亘 講師
「セミナーⅡ」林　幸史 講師

 守口キャンパス南側の市道から、
５号館８階のベランダに緑の列が見
えるのをご存知ですか−人間科学部
心理コミュニケーション学科の授業
「学園グリーン・プロジェクト」の
成果だ。
 有田亘講師の「フィールドワーク
Ⅰ」と林幸史講師の「セミナーⅡ」。
コミュニケーション力と問題解決能

力をつけるのが目的の「アクショ
ン・プログラム」の一環で、昨年度
から始まった。
 ２年次生３０人が受講し、うち６人
が緑化に取り組んだ。「屋上の緑化
を」などの意見もあったが、まず、「京
阪大和田駅から学舎に緑の線が見え
るように」と始めた。学園の緑を担
当している西川造園の担当者らに相
談し、ベランダのプランターに春か
ら初夏にかけて咲くガザニア、マツ
バギクなど４種類の花の苗を植え
た。長さは、研究室８室分で２７. ５

㍍。４月に花が咲い
た。３年次生になっ
た塩満奈々未さんは
「多くの人に支えら
れて、やっと花が咲
いた時は本当にうれ
しかった」。11年度
は、２、３年次生45
人がヘチマやゴーヤ
などを５号館と本館
の渡り廊下などに植
え、大和田幼稚園児
や地域の人たちを招
待して「収穫祭」も
計画している。有田
講師は「どうすれば
自分たちの計画が実
現できるか、学生ら
は実践することで着
実に成長している」
と話している。

「小笠原流礼法」
小笠原流礼法宗家本部師範　

芹田　美子氏
 畳に正座した生徒４1人が背筋を伸
ばして一斉にお辞儀する―滝井高校
の日本文化室で繰り広げられる小笠
原流礼法の授業は、壮観だ。
 思いやりの心を持った「凛とした
美しい人間」育成をめざして２００８年
４月から、正課に取り入れ、ことし
で４年目に入った。普通科の体育・
吹奏楽、幼児保育進学、標準の各コー
スの生徒が、毎週１時間、小笠原流
礼法宗家本部師範の芹田美子先生の
指導で、礼儀作法、日本文化、マナー
について実技指導を受ける。
 ４月最初の２年生の授業は、１年
の復習で座礼と立礼。座礼では扇子
を使って、上体をかがめて敬意や感
謝を表す双手礼のおさらい。「指先
の間は1０㌢空けて」など先生の声に
合わせて腰を曲げる。立礼では、会
釈、敬礼、最敬礼と３種類の礼の仕
方を確認した。芹田先生は「これま
で無造作にしていた動作が目に見え
てよくなっています」と成果に満足
げだ。来年度からは、特進、国際、
看護進学コースの生徒も礼法が始ま
る予定だ。グリーン・プロジェクトを通じて、学生たちは、計画し意見を出し合

い、プロに相談し、実践して課題を解決することを学ぶ

日
本
文
化
室
で
、「
立
つ
」「
座
る
」
の
美
し
い

基
本
動
作
を
学
ぶ
生
徒
た
ち

生
を
科
目
等
履
修
生
と
し
て
受
入
れ

る
こ
と
を
決
定
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
文
部
科
学
省
「
東
日
本
大
震
災
子

ど
も
の
学
び
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
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（
別
途
記
事
掲
載
は
省
略
。
敬
称
略
）

大
学
・
短
大

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・�

11
／
７　

秋
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
優
勝

サ
ッ
カ
ー
部
（
男
子
）

・�

12　

関
西
学
生
リ
ー
グ
（
３
部
Ｃ
ブ
ロ
ッ

ク
）
優
秀
選
手
賞　

藤
井
琢
馬
（
人
間

健
康
２
）

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・�

12
／
４　

リ
ー
グ
戦
〔
Ｄ
Ｉ
Ｖ
．
31
Ｆ
ブ

ロ
ッ
ク
（
６
人
制
）〕
全
勝
、
４
チ
ー
ム

中
１
位

陸
上
競
技
部

・�

11
／
28　

男
女
び
わ
湖
駅
伝
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
１
２
４
チ
ー
ム
中
７
位
入
賞

・�

12
／
12　

第
64
回
枚
方
市
駅
伝　

女
子
優

勝
（
３
年
連
続
）、
男
子
５
位
入
賞

競
技
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
＆
エ

ア
ロ
ビ
ッ
ク
部

・�

12
／
５　

第
10
回
全
日
本
学
生
エ
ア
ロ

ビ
ッ
ク
選
手
権
大
会
チ
ー
ム
部
門
優
勝

▽
シ
ン
グ
ル
部
門
準
優
勝　

平
賀
夢
芽

子
（
ス
ポ
行
４
）

滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・�

11
／
28　

第
63
回
全
日
本
高
校
選
手
権
決

勝
ラ
ウ
ン
ド
ベ
ス
ト
４

・�

１
／
30
、
２
／
５　

大
阪
高
校
新
人
大
会

第
２
次
予
選
ベ
ス
ト
４�

吹
奏
楽
部

・�

２
／
６　

管
弦
打
楽
器
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト

金
賞　

オ
ー
ボ
エ　

東　

眞
理
美(

３
）

▽
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト　

吉
岡
理
沙
（
３
）

▽
森
髙　

彩
（
２
）

大
和
田
高
校

美
術
部

・�

11　

絵
画
・
デ
ッ
サ
ン
・
漫
画
イ
ラ
ス
ト

展
入
選　

西
奥
杏
奈
（
１
）

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

・�

12
／
23　

第
37
回
大
阪
府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト　

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
６
重
奏

金
賞

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部　

・�

３
／
25
・
26　

関
西
ミ
ズ
ノ
カ
ッ
プ
一
次

リ
ー
グ
準
優
勝

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部　

・�

３
／
23
・
24　

関
西
ミ
ズ
ノ
カ
ッ
プ
一
次

リ
ー
グ
優
勝

大
和
田
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・�

11
／
１
～
13　

全
日
本
中
学
生
日
韓
交
流

事
業
参
加　

泰
地
花
奈
（
３
）

・
11
／
23　

北
河
内
新
人
大
会
優
勝

・�

12
／
25　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
大

会
出
場　

鳥
山
真
由
（
３
）

・�

２
／
19　

第
35
回
大
阪
中
学
生
新
人
大
会

準
優
勝

・�

３
／
28　

第
43
回
近
畿
中
学
生
選
抜
優
勝

大
会
優
勝

女
子
剣
道
部

・�

12
／
４
・
５　

北
河
内
地
区
中
学
校
冬
季

新
人
大
会　

個
人
戦
優
勝　

山
下
史
恵

梨
（
２
）
▽
第
３
位　

中
村
倖
菜
（
２
）

▽
団
体
戦　

優
勝

・�

12
／
23　

大
阪
私
立
中
学
校
大
会　

団
体

戦
優
勝

美
術
部

・�

２
／
23　

第
47
回
全
大
阪
幼
少
年
美
術
展

特
選　

瀬
野
優
菜
（
３
）
▽
佳
作 

井

田
沙
霧
（
１
）
▽
努
力
賞　

松
田
啓
吾

（
３
）
▽
西
田
知
世
（
２
）

組
織
的
な
活
動
を
展
開

地域の人との連携大切に

小学生ら実践指導
これまでよりもっと速く走れるように、小学生たちを指導する体育
会の学生たち

　

昨
年
５
月
、
大
久
保
校
区
青
少
年

育
成
員
の
方
の
依
頼
に
よ
っ
て
、
体

育
会
の
学
生
た
ち
が
小
学
生
に
指
導

を
す
る
と
い
う
地
域
連
携
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

学
生
に
と
っ
て
は
子
ど
も
た
ち
と

接
す
る
こ
と
は
勿
論
、
親
や
先
生
以

外
の
地
域
の
人
と
接
す
る
機
会
を
持

つ
こ
と
も
大
切
で
あ
り
、連
携
は「
地

域
へ
の
還
元
」
と
「
学
生
の
実
践
教

育
」
の
点
か
ら
双
方
に
と
っ
て
良
い

機
会
で
あ
る
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
体
育
会
出
身

で
学
務
部
の
西
村
真
由
子
職
員
、
渡
邊

真
理
子
職
員
の
２
人
が
中
心
と
な
り

組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

指
導
し
た
学
生
た
ち
か
ら
は
、「
知

り
合
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
大
学
の

行
事
に
参
加
し
て
く
れ
る
な
ど
、
多

く
の
関
わ
り
が
生
ま
れ
た
」（
高
田
侑

季
＝
サ
ッ
カ
ー
部
）、「
ス
ポ
ー
ツ
を

＝
陸
上
競
技
部
）
な
ど
の
声
が
き
か

れ
た
。

　

体
育
会
全
体
、
体
育
会
所
属
ク
ラ

ブ
が
取
り
組
ん
だ
、
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
。

①
守
口
市
青
少
年
育
成
活
動
（
大
久

保
校
区
）「
小
学
生
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
大
会
に
向
け
て
の
練
習
指

導
」「
小
学
校
校
庭
キ
ャ
ン
プ
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
」「
小
学
生

駅
伝
大
会
に
向
け
て
の
練
習
指
導
」

②
守
口
警
察
署
「
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
の
広
報
啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
協
力
」③
守
口
市
・
枚
方
市
・

豊
中
市
教
育
委
員
会
「
部
活
動
指
導

者
派
遣
」「
豊
中
市
小
学
校
連
合
大
運

動
会
に
お
け
る
ミ
ニ
陸
上
教
室
で
の

模
範
実
技
、
審
判
派
遣
」
④
枚
方
体

育
協
会
・
枚
方
市
陸
上
競
技
協
会「
Ｈ

Ｋ
Ｓ
Ｃ
陸
上
ス
ク
ー
ル
学
生
コ
ー

チ
」「
か
け
っ
こ
集
中
教
室
コ
ー
チ
ス

タ
ッ
フ
」「
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
に

お
け
る
大
会
運
営
」
な
ど
。

（
体
育
会
顧
問　

小
倉　

幸
雄
）

女
子
、
初
の
準
優
勝
！

13
回
大
阪

私
立
総
体 

皆
の
が
ん
ば
り
力
に

　

２
０
１
０
年
度
、
大
和
田
中
学
は

「
第
13
回
大
阪
私
立
中
学
校
総
合
体

育
大
会
」
女
子
総
合
で
初
の
準
優
勝

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

戦
績
の
内
容
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
優
勝
（
５
回
目
）・
剣
道
部
団
体
戦

【
３
人
制
】
初
優
勝
・
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
団
体
戦
初
の
３
位
・
陸
上
部
参

加
の
４
ク
ラ
ブ
の
合
計
ポ
イ
ン
ト
が

２４
点
と
な
り
第
２
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
の
女
子
総
数
１
４
１
人
と
い

う
少
数
の
中
で
ク
ラ
ブ
員
が
約
４０
人

で
勝
ち
取
っ
た
こ
の
賞
は
、
非
常
に

価
値
の
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
が
、
日
々
の
練
習

を
積
み
重
ね
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
結
果

だ
と
、
部
員一同
喜
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
が一
層
の
団
結
で
、
ま
た

次
回
も
頑
張
ろ
う
と
決
意
を
固
め
、
練

習
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年

も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

（
顧
問
団
代
表　

木
村 

正
章
・
戸
谷 

早
苗
）

初
の
六
華
祭
盛
り
上
が
る

音
楽
演
奏
や

ビ
ン
ゴ
大
会 
一
層
の
活
性
化
図
る

ラ
ク
ロ
ス
部
20
周
年

Ｏ
Ｇ
、
現
役
ら
祝
う

日
本
一
制
覇
を
決
意

　

女
子
ラ
ク
ロ
ス
部
は
、
１
９
９
１

年
に
創
部
し
、
当
時
は
６
人
で
ス

タ
ー
ト
し
た
小
さ
な
ク
ラ
ブ
で
し

た
。
は
じ
め
は
４
部
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
３
部
、
２
部
と
昇
格
し
、

２
０
０
０
年
に
１
部
昇
格
を
果
た
し

ま
し
た
。
２
０
０
９
年
に
は
関
西
学

生
リ
ー
グ
戦
で
全
勝
優
勝
し
、
関
西

２
連
覇
を
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
第
１

回
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会
で
は
準

優
勝
し
、
全
日
本
選
手
権
大
会
ベ
ス

ト
４
と
い
う
成
績
を
残
す
ク
ラ
ブ
へ

と
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
２
月
に
は
女
子
ラ
ク

ロ
ス
部
２０
周
年
を
記
念
し
て
パ
ー

テ
ィ
を
開
催
。
学
園
か
ら
は
奥
田
吾

朗
理
事
長
も
出
席
い
た
だ
き
、
創
部

当
時
の
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
や
現
役
生
を

含
め
た
約
80
人
が
出
席
、
久
々
の
顔

ぶ
れ
に
昔
の
懐
か
し
い
思
い
出
に
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

今
年
２
０
１
１
年
は
チ
ー
ム
一
丸

と
な
り
、
関
西
制
覇
、
そ
し
て
日
本

一
を
目
指
し
日
々
努
力
し
て
い
く
決

意
を
し
て
ま
す
。

（
女
子
ラ
ク
ロ
ス
部　

キ
ャ
プ
テ
ン

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科
４
年
次
生

柴　

裕
子
）

歴代の部員やコーチ陣らが集まった20周年記念パーティ

　

大
学
・
短
大
で
は
１
月
1７
日
、
守

口
キ
ャ
ン
パ
ス
の
文
化
会
が
主
催
し

て
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
六
華

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
平
成
22
年
度
の
リ
ー

ダ
ー
ズ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
お
い
て
、

文
化
会
所
属
ク
ラ
ブ
で
、
イ
ベ
ン
ト

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
い
う
意
見
か
ら

企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
初
め
て
の
試

み
で
す
。

　

参
加
者
は
約
１
０
０
人
と
た
く
さ

ん
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
軽
音
楽
部
・
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
部
に
よ
る
演
奏
、

会
場
外
で
は
、
茶
道
部
に
よ
る
御
手

前
な
ど
を
行
い
、
普
段
あ
ま
り
目
に

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
ク
ラ
ブ
の
一

面
を
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
、
ク
ラ
ブ
間
や

参
加
者
全
員
が
打
ち
解
け
あ
い
、
豪

華
賞
品
を
狙
い
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

こ
の
企
画
を
通
し
て
、
文
化
会
ク

ラ
ブ
の
活
動
を
再
確
認
で
き
た
と
と

も
に
、
各
部
が
尊
重
し
合
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
４
月
、
５
月
の
新

入
生
歓
迎
の
行
事
に
向
け
て
、
い
い

流
れ
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
も
た
く
さ
ん
の
行
事
を
行

い
、
よ
り
一
層
の
活
性
化
を
図
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
文
化
会
会
長

人
間
科
学
部
人
間
健
康
科
学
科
４
年

次
生�

安
室　

陽
平
）

楽
し
む
と
い
う
初
心
を
思
い
出
さ
せ

て
頂
い
た
」（
逢
坂
亜
衣
＝
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
）。「
練
習
方
法
を
毎
回
考

え
る
の
は
大
変
で
し
た
が
、
駅
伝
の

結
果
も
例
年
よ
り
良
く
な
り
、
指
導

す
る
喜
び
を
感
じ
る
」（
亀
井
葉
月
＝

陸
上
競
技
部
）「
活
動
を
通
じ
て
得
た

知
識
や
気
付
き
を
競
技
に
い
か
し
人

と
し
て
も
成
長
し
た
い
」（
更
谷
和
隆

守口キャンパス体育会大
和
田
中
学

大
学
・
短
大

大
学
・
短
大

大
学
・
短
大

体
育
・
文
化
活
動

平
成
22
年
度 

【
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
】

自
動
二
輪
部
〔
２
０
０
９
年
キ
ャ
ン
オ

フ
第
１
戦
の
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
２
時
間
／

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
の
部
３
位(

総
合
18

位
）、O

SU
�RID

ER'S�CU
P

ミ
ッ
シ
ョ

ン
ク
ラ
ス
１
２
０
分
耐
久
レ
ー
ス
で
１

位
、
北
川
圭
一
杯
ミ
ニ
バ
イ
ク
レ
ー
ス

ノ
ー
マ
ル
耐
久
１
２
０
分
Ｂ
ク
ラ
ス
の

部
６
位
、OSU

�RID
ER'S�CU

P

ス
ク
ー

タ
ー
ク
ラ
ス
90
分
耐
久
レ
ー
ス
２
位
〕

▽
ス
ク
ー
ル
バ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
〔
社
会
人
基
礎
力
育
成
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
１
〕
近
畿
地
区
奨
励
賞
▽
「
ひ

と
・
ま
ち
・
で
あ
う
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〔
第
５
回
全
国
大
学
ま
ち
づ
く
り
政
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
京
田
辺
〕
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
賞

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
〔
春
季
関
西
学
生
１

部
リ
ー
グ
３
位
、
秋
季
関
西
学
生
１
部

リ
ー
グ
準
優
勝
、
北
信
越
大
学
オ
ー
プ

ン
準
優
勝
▽
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

〔
関
西
大
学
男
女
選
手
権
優
勝
〕
▽
男

子
水
泳
部
〔
関
西
学
生
選
手
権
３
部

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
２
位
、
同
８
０
０
ｍ

リ
レ
ー
１
位
〕
▽
女
子
水
泳
部
〔
関

西
学
生
選
手
権
２
部
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー

３
位
、
同
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
３
位
〕
▽

小
林
伸
光
（
心
理
コ
ミ
４
）〔
少
林
寺

拳
法
全
日
本
学
生
大
会 

男
子
単
独
有

段
の
部�

３
位
〕
▽
藤
井
　
慎
（
心
理

コ
ミ
２
）〔
少
林
寺
拳
法
関
西
学
生
大

会 

単
独
演
武
一
般
段
外
の
部
１
位
〕

▽
谷
川
元
気
（
人
間
健
康
４
）〔
関
西

学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
３
部 
男

子
２
０
０
ｍ
自
由
形
１
位
、
同
１
０
０

ｍ
自
由
形
２
位
〕
▽
村
上
真
未
（
人
間

健
康
４
）〔
少
林
寺
拳
法
大
阪
府
民
体

育
大
会 

一
般
男
子
組
演
武
初
段
の
部

３
位
〕
▽
池
田
彩
織
（
人
間
健
康
３
）

〔
関
西
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
２

部�

女
子
４
０
０
ｍ
自
由
形
２
位
〕
▽

森
田
由
衣
子
（
人
間
健
康
３
）〔
春
季

関
西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
１
部
リ
ー
グ

ベ
ス
ト
プ
レ
ー
賞
〕
▽
髙
城
侑
大
（
人

間
健
康
１
）〔
関
西
学
生
選
手
権
水
泳

競
技
大
会
３
部 

男
子
１
０
０
ｍ
平
泳

ぎ
２
位
、
同
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
４
位
〕

▽
東
原
枝
里
（
人
間
健
康
１
）〔
大
阪

府
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
女
子
選

抜 

上
海
遠
征
代
表
、
関
西
大
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
秋
季
リ
ー
グ
新
人
賞
、
同�

ス

パ
イ
ク
賞
〕
▽
津
田
恵
理
子
（
ス
ポ
行

４
）〔
関
西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
秋
季

リ
ー
グ
敢
闘
賞
〕
▽
林
　
仁
美
（
ス
ポ

行
４
）〔
世
界
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
日
本
代
表
、
全
日
本
大
学
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
連
盟
女
子
選
抜
台
湾
遠
征 

日

本
代
表
、
秋
季
関
西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
１
部
リ
ー
グ
ベ
ス
ト
プ
レ
ー
賞
〕
▽

村
主
佳
奈
美
（
ス
ポ
行
４
）〔
関
西
学

生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
２
部
女
子

２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
３
位
〕
▽
安
井
彩
乃

（
ス
ポ
行
４
）〔
西
日
本
大
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
５
学
連
男
女
選
抜
対
抗
戦
代

表
、
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
学
選
抜

男
女
東
西
対
抗
戦
代
表
、
関
西
大
学
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
秋
季
リ
ー
グ
猛
打
賞
〕
▽

戸
谷
真
理
子
（
ス
ポ
行
３
）〔
西
日
本

学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権 

走
高
跳�

４
位
、
関
西
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手

権　

走
高
跳
５
位
〕
▽
横
田
陽
香
（
ス

ポ
行
３
）〔
関
西
学
生
基
礎
ス
キ
ー
個

人
戦
女
子
総
合
５
位
（
不
整
地
小
回
り

１
位
）（
人
工
ウ
ェ
ー
ブ
２
位
）〕
▽
前

田
美
紀
（
ス
ポ
行
２
）〔
関
西
学
生
選

手
権
水
泳
競
技
大
会
２
部 

女
子
50
ｍ

自
由
形
４
位
、
同
２
０
０
ｍ
自
由
形
３

位
〕
▽
村
尾
美
夏
（
ス
ポ
行
２
）
▽
岩

田
夏
季
（
ス
ポ
行
１
）
▽
藤
本
友
佳
里

（
ス
ポ
行
１
）
▽
三
原
　
瞳
（
ス
ポ
行

１
）
▽
村
上
嘉
澪
（
ス
ポ
行
１
）〔
大

阪
府
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
女
子
選

抜
上
海
遠
征
代
表
〕
▽
竹
澤
　
彩
（
ス

ポ
行
１
）〔
関
西
学
生
選
手
権
水
泳
競

技
大
会
２
部
女
子
４
０
０
ｍ
自
由
形
４

位
〕
▽
中
野
佑
香
（
ス
ポ
行
１
）
▽
山

本
菜
摘
（
ス
ポ
行
１
）〔
関
西
女
子
ラ

ク
ロ
ス
ユ
ー
ス
選
抜
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

遠
征
代
表
選
手
〕
▽
柿
迫
佳
樹
（
国
コ

ミ
４
）〔
関
西
学
生
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
３
部
男
子
50
ｍ
自
由
形
３
位
〕
▽

髙
橋
美
佳
子
（
国
コ
ミ
４
）〔
関
西
学

生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
１
０
０
ｍ
６

位
、
同
２
０
０
ｍ
６
位
、
大
阪
学
生
陸

上
競
技
対
校
選
手
権
１
０
０
ｍ
３
位
、

同
２
０
０
ｍ
３
位
、
京
都
陸
上
競
技
選

手
権
１
０
０
ｍ
２
位
、
同
２
０
０
ｍ
３

位
〕
▽
神
田
直
道
（
国
コ
ミ
３
）〔
少

林
寺
拳
法
大
阪
府
民
体
育
大
会
一
般
男

子
組
演
武
初
段
の
部
３
位
〕
▽
藤
井
琢

馬
（
人
間
健
康
２
）〔
関
西
学
生
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
３
部
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
優
秀
選

手
〕
▽
網
本
麻
里
（
ス
ポ
行
４
）〔
車

椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
広
州
ア
ジ
ア

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
日
本
代
表
、
同

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
リ
ー
グ
日
本
代
表
選

手
、
同
世
界
選
手
権
日
本
代
表
、
国
際

親
善
女
子
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
阪
大
会
日
本
代
表
〕▽
齋
藤
敏
子（
ス

ポ
行
２
）▽
吉
岡
　
霞（
ス
ポ
行
２
）〔
国

民
体
育
大
会
サ
ッ
カ
ー
女
子
の
部
大
阪

府
代
表
、
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
地
域
対

抗
戦
２
０
１
１
関
西
代
表
〕
▽
坂
口
友

紀
（
ス
ポ
行
１
）〔
関
西
学
生
女
子
サ
ッ

カ
ー
春
季
１
部
リ
ー
グ
最
多
得
点
者
〕

課
外
活
動
奨
励
者
表
彰

（
敬
称
略
）

ク
ラ
ブ
活
動

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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オープンキャンパスなど行事予定
大学(枚方キャンパス)大学･短大(守口キャンパス)
オープンキャンパス
6月18日㈯、7月16日㈯、7月17日㈰、
8月6日㈯、8月7日㈰、8月20日㈯、
9月17日㈯、
平成24年3月24日㈯（守口キャンパスのみ）
AO入試事前相談会(守口キャンパスのみ)
5月21日㈯、6月4日㈯
土曜キャンパス見学会(守口キャンパスのみ)
10月1日㈯、10月8日㈯、10月22日㈯
（大学祭同時開催）、12月3日㈯
滝井高校
夏季いつでも見学会
8月22日㈪～26日㈮
オープンスクール　
8月27日㈯・10月1日㈯
授業見学会
10月29日㈯・11月19日㈯
入試説明会
11月27日㈰・12月10日㈯
個別入試相談会　
12月1日㈭～22日㈭　日曜日を除く
大和田高校
オープンスクール　9月17日㈯
入試説明会
10月30日㈰、11月20日㈰、12月4日㈰
大和田中学
オープンスクール　7月23日㈯
体験学習会　10月8日㈯
入試説明会　10月29日㈯、11月26日㈯

上記出願期間については、期間最終日が金曜日の場合は翌週月曜日、それ以外の曜日の場合は翌日に限り守口キャ
ンパス持ち込みのみ受け付ける。

大
阪
国
際
大
学 

学
部

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日
A O 選 考 1 期 8月1日(月) ～8月4日(木) 8月6日(土)
A O 選 考 ２ 期 9月5日(月) ～9月12日(月) 9月1８日(日)
留 学 生 　 現 地 指 定 校 推 薦 8月～10月教育機関と調整 9月～10月中旬留 学 生 　 現 　 地 　 入 　 試
指 定 校 推 薦

1０月3日(月) ～1０月11日(火) 1０月1５日(土)

前 期 ス ポ ー ツ 特 別 推 薦
前 期 吹 奏 楽 特 別 推 薦
女 子 生 徒 特 別 推 薦
前 期 資 格 ・ 活 動 実 績 特 別 推 薦
指 定 校 推 薦 ( 特 別 指 定 校 ) Ⅰ 期
顧 問 間 推 薦 Ⅰ 期
同 窓 子 女 Ⅰ 期 特 別 推 薦
A O 選 考 3 期
留 学 生 内 部

1０月1４日(金) ～1０月2４日(月)

11月1日(火)
推 薦 Ⅰ 期 11月1日(火)・ ２日(水)
推 薦 ( 専 門   ・ 総 合 ) Ⅰ 期

11月２日(水)内 部 推 薦
A O 選 考 4 期
同 窓 子 女 Ⅱ 期 特 別 推 薦
留 学 生 日 本 留 学 試 験 利 用 ( 国 外 )

11月1日(火) ～11月9日(水)

−
留 学 生 本 学 教 員 推 薦 ( 国 外 ) 11月11～16日(小論文提出)
留 学 生 ( 特 別 指 定 校 ) Ⅰ 期

11月19日(土)

留 学 生 ( 指 定 校 ) Ⅰ 期
留 学 生 Ⅰ 期
推 薦 Ⅱ 期

11月9日(水) ～11月1５日(火)

推 薦 ( 専 門   ・ 総 合 ) Ⅱ 期
帰 国 生 徒
社 会 人
A O 選 考 5 期
同 窓 子 女 Ⅲ 期 特 別 推 薦
後 期 ス ポ ー ツ 特 別 推 薦

12月5日(月) ～12月12日(月) 12月1７日(土)

後 期 吹 奏 楽 特 別 推 薦
後 期 資 格 ・ 活 動 実 績 特 別 推 薦
推 薦 Ⅲ 期
推 薦 ( 専 門   ・ 総 合 ) Ⅲ 期
指 定 校 推 薦 ( 特 別 指 定 校 ) Ⅱ 期
顧 問 間 推 薦 Ⅱ 期
同 窓 子 女 Ⅳ 期 特 別 推 薦
A O 選 考 6 期
留 学 生 ( 特 別 指 定 校 ) Ⅱ 期

1月5日(木) ～1月12日(木) 1月21日(土)留 学 生 ( 指 定 校 ) Ⅱ 期
留 学 生 Ⅱ 期
一 般 Ａ 日 程

1月5日(木) ～1月1６日(月)

1月21日(土)・ 22日(日)
内 部 推 薦 Ⅱ

1月22日(日)指 定 校 推 薦 ( 特 別 指 定 校 ) Ⅲ 期
A O 選 考 7 期
セ ン タ ー 利 用 Ⅰ 期 1月5日(木) ～1月３０日(月) −
一 般 Ｂ 日 程 1月2０日(金) ～1月３０日(月) ２月4日(土)一 般 C 日 程
留 学 生 ( 特 別 指 定 校 ) Ⅲ 期

1月３1日(火) ～２月8日(水)
２月1８日(土)

留 学 生 ( 指 定 校 ) Ⅲ 期
留 学 生 Ⅲ 期
一 般 D 日 程

1月３1日(火) ～２月1３日(月)Ａ O 選 考 8 期
セ ン タ ー 利 用 Ⅱ 期 −
一 般 E 日 程 ２月2０日(月) ～２月2７日(月) 3月２日(金)Ａ O 選 考 9 期
留 学 生 Ⅳ 期 ２月1７日(金) ～２月2３日(木)
一 般 F 日 程

3月5日(月) ～3月12日(月) 3月1７日(土)内 部 推 薦 Ⅲ
指 定 校 推 薦 （ 特 別 指 定 校 ） Ⅳ 期
Ａ O 選 考 1 ０ 期
セ ン タ ー 利 用 Ⅲ 期 −

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日
Ａ O 選 考 1 期 8月1日(月) ～8月4日(木) 8月6日(土)
Ａ O 選 考 ２ 期 9月5日(月) ～9月12日(月) 9月1８日(日)
指 定 校 推 薦

1０月3日(月) ～1０月11日(火) 1０月1５日(土)

前 期 ス ポ ー ツ 特 別 推 薦
前 期 吹 奏 楽 特 別 推 薦
前 期 資 格 ・ 活 動 実 績 特 別 推 薦
顧 問 間 推 薦 Ⅰ 期
同 窓 子 女 Ⅰ 期 特 別 推 薦
Ａ O 選 考 3 期
推 薦 Ⅰ 期

1０月1４日(金) ～1０月2４日(月)

11月1日(火)・ ２日(水)
推 薦 ( 専 門 ・ 総 合 ) Ⅰ 期

11月２日(水)内 部 推 薦
Ａ O 選 考 4 期
同 窓 子 女 Ⅱ 期 特 別 推 薦
推 薦 Ⅱ 期

11月9日(水) ～11月1５日(火) 11月19日(土)

推 薦 ( 専 門 ・ 総 合 ) Ⅱ 期
帰 国 生 徒
社 会 人
A O 選 考 5 期
同 窓 子 女 Ⅲ 期 特 別 推 薦
後 期 ス ポ ー ツ 特 別 推 薦

12月5日(月) ～12月12日(月) 12月1７日(土)

後 期 吹 奏 楽 特 別 推 薦
後 期 資 格 ・ 活 動 実 績 特 別 推 薦
推 薦 Ⅲ 期
推 薦 ( 専 門 ・ 総 合 ) Ⅲ 期
顧 問 間 推 薦 Ⅱ 期
同 窓 子 女 Ⅳ 期 特 別 推 薦
A O 選 考 6 期
一 般 Ａ 日 程

1月5日(木) ～1月1６日(月)
1月21日(土)・ 22日(日)

内 部 推 薦 Ⅱ 1月22日(日)A O 選 考 7 期
セ ン タ ー 利 用 1月5日(木) ～1月３０日(月) －
一 般 Ｂ 日 程 1月３1日(火) ～２月1３日(月) ２月1８日(土)A O 選 考 8 期
一 般 Ｃ 日 程

3月5日(月) ～3月12日(月) 3月1７日(土)内 部 推 薦 Ⅲ
A O 選 考 9 期

大
阪
国
際
大
学 
編
入
学

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

選考種別 出願期間（締切日消印有効） 選考日

修
士
課
程

一次
経 営 情 報 学 研 究 科

９月５日(月)〜９月19日(月) 10月１日(土)
総 合 社 会 科 学 研 究 科

二次
経 営 情 報 学 研 究 科

１月19日(木)〜２月１日(水) ２月11日(土)総 合 社 会 科 学 研 究 科
経営情報学研究科
博士（後期）課程

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日
留 学 生 現 地 指 定 校 編 入 8月～1０月教育機関と調整 9月～10月中旬
留 学 生 編 入 ( 内 部 )

1０月1４日(金) ～1０月2４日(月)
11月1日(火)

内 部 編 入 Ⅰ 期 11月２日(水)指 定 校 編 入 Ⅰ 期
留学生日本留学試験利用編入(国外) 11月1日(火) ～11月9日(水) −
留 学 生 編 入 Ⅰ 期

11月19日(土)一 般 編 入 Ⅰ 期
11月9日(水) ～11月1５日(火)社 会 人 編 入 Ⅰ 期

転 入 学 Ⅰ 期
指 定 校 編 入 Ⅱ 期 12月5日(月) ～12月12日(月) 12月1７日(土)
留 学 生 編 入 Ⅱ 期 1月5日(木) ～1月12日(木) 1月21日(土)
内 部 編 入 Ⅱ 期 1月5日(木) ～1月1６日(月) 1月22日(日)
留 学 生 編 入 Ⅲ 期 1月３1日(火) ～２月8日(水)

２月1８日(土)

内 部 編 入 Ⅲ 期

1月３1日(火) ～２月1３日(月)
指 定 校 編 入 Ⅲ 期
一 般 編 入 Ⅱ 期
社 会 人 編 入 Ⅱ 期
転 入 学 Ⅱ 期

学
び
た
い
学
科 

満
足
度
も
高
く

春のオープンキャンパス
学生募集新たな取り組み

「
吹
奏
楽
部
」
推
薦
入
試
を
実
施

様々なプログラムを体験し、在学生や教職員と情報交換もでき
るオープンキャンパス

　

昨
年
度
は
２
０
８
人
の
来
場
者
を

数
え
ま
し
た
が
、
近
年
同
時
期
に

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
す
る

大
学
が
増
え
、
来
場
者
が
分
散
さ
れ

た
の
が
減
少
の
要
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

逆
に
各
学
科
の
ブ
ー
ス
を
複
数
訪

れ
る
受
験
生
は
昨
年
よ
り
増
加
し
、

学
び
た
い
学
科
の
内
容
を
必
死
に
探

す
受
験
生
の
姿
を
見
か
け
、
個
々
の

満
足
度
は
非
常
に
高
か
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

こ
の
春
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
皮
切
り
に
、
平
成
24
年
度
学
生
募

集
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
の

ス
ポ
ー
ツ
推
薦
に
続
き
、
今
年
度
は

大
阪
府
内
の
高
等
学
校
で
も
サ
ッ

カ
ー
部
、
硬
式
野
球
部
に
次
い
で
設

置
率
の
高
い
文
科
系
の
吹
奏
楽
部
に

注
目
し
、
昨
年
同
窓
会
よ
り
寄
贈
い

た
だ
い
た
数
多
く
の
楽
器
を
活
用
す

べ
く
、「
吹
奏
楽
」
に
特
化
し
た
入

学
選
考
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

Ａ
Ｏ
入
試
の
エ
ン
ト
リ
ー
方
式
に

「
吹
奏
楽
方
式
」
を
追
加
す
る
と
と

も
に
、「
吹
奏
楽
特
別
推
薦
入
試
」

を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。
入
学
選
考

で
は
楽
器
の
実
技
試
験
を
課
し
、
高

い
レ
ベ
ル
の
演
奏
技
術
を
持
っ
た
生

徒
を
取
り
込
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

入
学
後
に
は
年
間
５
万
円
の
活
動

費
を
支
給
し
、
楽
器
の
新
規
購
入
の

一
部
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
費
用
に
充

　

３
月
26
日
に
守
口
キ
ャ

ン
パ
ス
で
新
３
年
生
や
新

２
年
生
を
対
象
に
、「
春
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
３
月
下
旬
と
は
思
え
な

い
寒
さ
の
中
、
東
は
千
葉

県
か
ら
西
は
高
知
県
ま
で

の
高
校
生
１
６
０
人
が
来

場
し
て
く
れ
ま
し
た
。

て
て
も
ら
い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
の
一
般
入
試

Ｅ
日
程
時
に
留
学
生
Ⅳ
期
を

追
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
国

公
立
大
学
と
の
併
願
者
を
取

り
込
み
、
質
の
高
い
留
学
生

を
確
保
す
る
こ
と
と
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
国
か
ら
留
学
生
に
来
て
も
ら

う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
昨
年
度
の
募
集
活
動
を

継
続
し
な
が
ら
、
早
期
の
告
知
で
効

率
的
に
受
験
生
に
知
っ
て
も
ら
い
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
個
別
相
談

会
な
ど
で
志
願
に
結
び
つ
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
大
学
・
短
大
入
試
広
報
部

�

課
長
代
理　

片
山　

準
）

　

大
阪
国
際
大
学
は
、
平
成
22
年
度

に
財
団
法
人
日
本
高
等
教
育
評
価
機

構
に
よ
る
大
学
機
関
別
認
証
評
価
を

受
け
、
平
成
23
年
３
月
25
日
付
に
て

同
機
構
が
定
め
る
大
学
評
価
基
準
を

満
た
し
て
い
る
と
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

認
定
期
間
は
平
成
22
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
の
７

年
間
で
す
。

　

既
に
大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

は
平
成
20
年
度
に
財
団
法
人
短
期
大

学
基
準
協
会
に
よ
る
第
三
者
評
価
の

結
果
、「
適
格
」
で
あ
る
と
の
認
定

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
学
、
短
期
大

学
部
と
も
に
学
校
教
育
法
に
定
め
る

認
証
評
価
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
認

証
評
価
機
関
か
ら
認
定
を
受
け
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
す
べ

て
の
大
学
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専

門
学
校
は
、
そ
の
教
育
研
究
水
準
の

向
上
に
資
す
る
た
め
、
教
育
研
究
等

の
総
合
的
な
状
況
に
関
し
、
政
令
で

定
め
る
期
間（
７
年
以
内
）ご
と
に
、

認
証
評
価
機
関
の
実
施
す
る
評
価
を

受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
回
、
大
阪
国
際
大
学
は
、
日
本

高
等
教
育
評
価
機
構
が
定
め
る
、「
教

育
研
究
組
織
」や「
教
育
課
程
」等
、

11
項
目
に
わ
た
る
評
価
を
受
け
、
す

べ
て
の
項
目
に
お
い
て
基
準
を
満
た

し
て
い
る
と
認
定
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

本
学
は
、
今
回
の
認
証
評
価
結
果

を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
教
育
研
究
の

大学・短大

教
育
研
究
の
充
実
に
邁
進

大
学 

認
証
評
価
基
準
ク
リ
ア

平成24年度 入試日程

◆
新
刊

国
際
大
・
短
大

○
『
北
東
ア
ジ
ア
に

激
変
の
兆
し
︱
中
・

朝
・
ロ 

国
境
を
行

く
︱
』
経
済
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
講
師　

安
木
新
一

郎　

共
著　

桜
美
林
大
学
北
東

ア
ジ
ア
総
合
研
究
所

○
『
新
編 

大
学
学
び
の
こ
と

は
じ
め
』
経
営
デ
ザ
イ
ン
教

授　

佐
藤
智
明
▽
情
報
デ
ザ

イ
ン
准
教
授　

矢
島　

彰
▽

法
律
政
策
准
教
授　

安
保
克

也　

共
編
著
▽
経
営
デ
ザ
イ
ン

教
授　

松
田
孝
一　

共
著　

ナ

カ
ニ
シ
ヤ
出
版

○
『
宗
教
学
事
典
』
経
営
デ
ザ

イ
ン
教
授　

三
木　

英　

共

著　

丸
善

○
『
政
治
・
権
力
・
公
共
性
』

（
社
会
学
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
９
） 

経
営
デ
ザ
イ
ン
教
授　

三

木　

英　

共
著　

世
界
思
想
社

○
『
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

理
論
と
実
践
』
経
営
デ
ザ
イ

ン
准
教
授　

日
野
隆
生　

共

著　

エ
コ
ハ
出
版

○
『
文
学
と
サ
イ
エ
ン
ス
︱
英

米
文
学
の
視
点
か
ら
︱
』
名

誉
教
授　

石
野
は
る
み　

共

著　

英
潮
社

○
『
読
み
の
学
習
者
か
ら
読
み

の
教
師
へ
︱
第
２
言
語
教
育
の

問
題
点
と
そ
の
術
策
︱
』
名

誉
教
授　

石
野
は
る
み　

共

訳　

英
宝
社

○
『
食
べ
物
と
健
康
Ⅱ
』
人

間
健
康
科
講
師　

喜
多
野
宣

子　

編
著　

▽
短
大
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
准
教
授　

久
木
久
美

子　

共
著　

化
学
同
人

○
『
食
べ
物
と
健
康
Ⅰ
』
人

間
健
康
科
講
師　

喜
多
野
宣

子　

共
著　

化
学
同
人

○
『
保
育
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
２

月
号
付
録
「
卒
園
の
た
め
の
感

動
ソ
ン
グ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
１８
×
２
ア

レ
ン
ジ
」』
幼
児
保
育
学
科
教

授　

植
田
光
子　

編
著　

ひ
か

り
の
く
に

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

充
実
を
図
り
、
学
生
、
保
護
者
な
ら

び
に
社
会
の
負
託
に
応
え
得
る
大
学

を
目
指
し
て
努
力
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
大
学
・
短
大
庶
務
課　

担
当
課
長

中
山　

貴
嗣
）
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内
定
獲
得
の

体
験
談

面
接
は
笑
顔
で
、
ハ
キ
ハ
キ
と

阪
急
電
鉄
株
式
会
社
　
都
市
交
通
事
業
本
部
　
運
輸
部

大
阪
国
際
大
学
　
法
政
経
学
部
法
政
経
学
科
’11
年
卒
　
西
村
　
玄
太

選
考
後
は
問
題
点
を
洗
い
直
す

株
式
会
社
三
菱
電
機
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大
阪
国
際
大
学 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
’11
年
卒
　
　
　
　
柿
迫
　
佳
樹

質
問
は
？
に
備
え
事
前
に
用
意

江
綿
株
式
会
社

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
’11
年
卒
　
髙
橋
　
明
子

　

私
が
就
職
活
動
で
最
も
大
切
に
し

た
こ
と
は
「
笑
顔
」
で
す
。
第
一
印

象
は
数
秒
で
決
ま
る
と
言
い
ま
す
。

面
接
室
に
入
室
す
る
と
き
の
表
情
に

は
特
に
気
を
遣
い
、
面
接
が
始
ま
る

と
、
笑
顔
で
対
話
し
、
ハ
キ
ハ
キ
と

明
確
に
話
す
こ
と
を
心
掛
け
ま
し

た
。

　

就
職
活
動
当
初
は
、
業
種
を
絞
れ

ず
に
い
た
た
め
、
合
同
企
業
説
明
会

や
会
社
説
明
会
に
、
時
間
を
惜
し
ま

ず
参
加
し
ま
し
た
。
様
々
な
企
業
を

見
て
回
る
こ
と
で
、
知
り
得
な
か
っ

た
企
業
の
仕
組
み
や
面
白
さ
が
分
か

り
、
非
常
に
良
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
、
自
分
に
合
う
会
社
を

見
つ
け
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
筆
記
試
験
や
面
接
を
早
い

時
期
に
受
け
て
い
た
こ
と
で
、
自
分

の
改
善
点
に
気
づ
き
、
そ
の
後
の
選

考
試
験
に
活
か
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

就
職
活
動
当
初
は
、
何
か
ら
始
め

れ
ば
良
い
か
分
か
ら
ず
不
安
に
な
り

ま
し
た
が
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

方
や
、
家
族
・
友
達
と
話
し
合
う
こ

と
で
、
気
づ
か
な
か
っ
た
自
分
と
出

会
え
、
徐
々
に
活
動
の
方
向
性
が
定

ま
り
、
自
信
を
持
っ
て
選
考
に
臨
め

ま
し
た
。
後
輩
の
方
々
に
は
、
多
く

の
会
社
を
見
て
回
り
、
何
事
に
も
果

敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
、
一
般
の
就
職
サ
イ
ト
が
採

用
情
報
を
掲
載
し
始
め
た
３
年
次
生

の
10
月
上
旬
か
ら
就
職
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
て

く
だ
さ
る
就
職
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
、
自
己
分
析
を
す
る
際
に
は
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
々
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
進
め
る
と
と
も

に
、
面
接
講
座
に
も
参
加
し
面
接
の

基
本
的
な
マ
ナ
ー
な
ど
も
身
に
付
け

ま
し
た
。

　

年
が
明
け
て
か
ら
は
本
格
的
に
企

業
説
明
会
な
ど
も
始
ま
り
、
２
月
、

３
月
に
は
説
明
会
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
、
平
日
は
必
ず
説
明
会
に
参
加
す

る
よ
う
に
し
、
多
い
時
に
は
一
日
に

３
社
の
説
明
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

可
能
な
限
り
多
く
の
選
考
に
参
加

す
る
よ
う
に
し
、
選
考
が
終
わ
る
た

び
に
自
分
が
納
得
い
く
ま
で
選
考
を

振
り
返
り
、
次
へ
の
課
題
を
挙
げ
て

い
ま
し
た
。

　

課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と

で
、
選
考
で
も
結
果
が
出
る
よ
う
に

な
り
、
３
月
の
一
週
目
に
は
最
初
の

内
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
最

終
的
に
は
第
一
志
望
の
企
業
を
含

む
、
４
社
か
ら
内
定
を
い
た
だ
い
て

就
職
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

就
職
活
動
を
し
て
い
る
時
に
は
本

当
に
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
後
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
こ
の
経

験
は
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
２
年
次
生
の
４
月
か
ら
６
月

ま
で
就
職
活
動
を
し
ま
し
た
。
自
分

の
し
た
い
こ
と
が
は
っ
き
り
決
ま
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ア
パ
レ
ル
、

百
貨
店
、
介
護
、
ホ
テ
ル
、
銀
行
、

鉄
道
な
ど
様
々
な
業
種
を
受
け
ま
し

た
。

　

ど
の
会
社
で
も
、
計
算
問
題
、
漢

字
の
読
み
書
き
、
一
般
常
識
な
ど
基

礎
的
な
知
識
が
問
わ
れ
る
筆
記
試
験

が
あ
り
、
準
備
が
大
切
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

面
接
試
験
で
は
、
志
望
動
機
と
自

己
Ｐ
Ｒ
、
学
生
時
代
に
頑
張
っ
た
こ

と
を
よ
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
面
接
に

慣
れ
て
い
な
い
頃
は
難
し
い
こ
と

を
長
く
話
さ
な
け
れ
ば
、
と
思
い
込

み
、
質
問
の
答
え
に
な
っ
て
い
な

い
と
い
う
失
敗
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
相
手
が
聞
き
や
す
く
、
わ
か
り

や
す
い
よ
う
に
話
す
長
さ
や
内
容

に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
面
接
の
最
後
に
「
質
問
は

あ
り
ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と

が
多
く
、
必
ず
質
問
を
用
意
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

私
は
１
冊
の
ノ
ー
ト
を
用
意
し
、
テ

ス
ト
の
内
容
な
ど
記
録
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
そ
れ
が
次
の
選
考
時
や

後
輩
へ
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
際
、
と
て

も
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

私
は
就
職
活
動
を
通
し
て
、
や
っ

て
み
た
い
と
思
う
仕
事
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
就
職
活
動
で

体
得
し
た
「
き
ち
ん
と
物
事
を
や
り

遂
げ
る
」
こ
と
を
、
社
会
人
に
な
っ

て
も
実
行
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

㈱
京
都
プ
ラ
テ
ッ
ク

大
阪
国
際
大
学
　

経
営
情
報
学
部
経
営
情
報

学
科
’10
年
卒田

下
　
敦
子

だ
知
識
が
少
な
く
、
周
り
の

方
々
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、
日
々
製
品
に
目
を
通
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
製
造
ス
タ
ッ
フ
さ
ん

や
担
当
製
品
を
持
た
れ
て
い
る

検
査
員
さ
ん
と
は
、
小
さ
な
こ

と
で
も
気
軽
に
話
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
積
極
的
に
い
ろ
い

ろ
な
話
を
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

近
頃
は
、
お
客
様
に
一
定
の

製
品
を
提
供
す
る
た
め
不
具
合

品
を
見
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、

不
具
合
品
を
事
前
に
見
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
製
品
ご
と
に
デ
ー

タ
の
収
集
・
分
析
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
製
品
ご
と

の
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
お
り
、

時
間
は
掛
か
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
収
集
・
分
析

を
続
け
、
今
後
の
製
品
の
品
質

向
上
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

製品の品質向上に努力 今卒業生たちは
　

私
が
勤
め
て
い
る
会
社
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
製
造
・
加
工

を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
私
は
自
社
工
場
で
製
造
さ

れ
た
製
品
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
を

主
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
社

工
場
で
製
造
さ
れ
た
製
品
は
、

工
場
で
成
形
さ
れ
た
後
に
検
査

員
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
の
で

す
が
、
私
は
成
形
機
か
ら
成
形

さ
れ
た
ば
か
り
の
製
品
に
目
を

通
し
、
判
断
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
製
造
工
程
で
は
ま
だ
ま

名
誉
教
授
就
任

︵
２
０
１
１
年
４
月
１
日
付
）

石
野
は
る
み

大
阪
国
際
大
学

名
誉
教
授

津
田
塾
大
学
学
芸

学
部
卒
、
同
志
社
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

１
９
８
９
年
４
月　

短
大
英
語
科
嘱

託
講
師
、１
９
９
１
年　

同
助
教
授
。

教
職
員 

お
く
や
み

　

国
際
大
現
代
社

会
学
部
法
律
政
策

学
科　

谷
口
真
由

美
准
教
授
が
、
４

月
か
ら
朝
日
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
情
報

番
組『
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ゆ
う
＋
』に
レ
ギ
ュ

ラ
ー
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
出
演

し
て
い
る
。

　

毎
週
金
曜
日
16
時
50
分
か
ら
、
メ

イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
小
縣
裕
介
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
、
橋
詰
優
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

や
芸
能
レ
ポ
ー
タ
ー
井
上
公
造
さ
ん

ら
と
と
も
に
出
演
、
知
性
派
“
お
ば

ち
ゃ
ん
”ト
ー
ク
を
披
露
し
て
い
る
。

東
　
修
三

大
阪
国
際
女
子

大
学
名
誉
教
授

１
月
27
日
逝
去
。

１
９
８
８
年
女
子
大
家
政
学
部
被
服

学
科
教
授
。
人
間
科
学
部
長
等
を
歴

任
し
１
９
９
６
年
名
誉
教
授
。

辻
　
幸
治

大
阪
国
際
大
学

名
誉
教
授

２
月
７
日
逝
去
。

１
９
８
８
年
国
際
大
経
営
情
報
学
部

教
授
。
一
般
教
育
系
主
任
等
を
歴

任
。
１
９
９
９
年
名
誉
教
授
。

中
川
　
保
子

元
大
阪
国
際
大

学
短
期
大
学
部

幼
児
保
育
学
科

教
授

２
月
26
日
逝
去
。
１
９
８
０
年
女

子
大
家
政
学
部
助
手
。
２
０
０
２

年
短
大
幼
児
教
育
科
助
教
授
、

２
０
０
９
年
教
授
。
同
学
科
主
任

等
を
歴
任
。

吉
川
　
浩
美

　

元
大
阪
国
際
大

学
・
大
阪
国
際

大
学
短
期
大
学

部
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
（
守
口
）
係

長３
月
９
日
逝
去
。
１
９
８
２
年
本
部

職
員
。
大
学･

短
大
入
試
課
、
庶
務

課
、
就
職
室
等
に
勤
務
。
１
９
９
６

年
庶
務
課
係
長
。

『
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ゆ
う
＋
』

 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演

谷
口
　
真
由
美 

准
教
授

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

幼
稚
園
絵
画
表
彰 

(

敬
称
略)

第
70
回
　
全
国
教
育
美
術
展

︿
佳
作
﹀
＝
す
み
れ
組　

薩
摩
弘
太

▽
中
村
ひ
か
り
▽
正
井
美
帆
▽
あ
や

め
組　

竹
中
優
希
菜
▽
ゆ
り
組　

田

中 

耀
▽
古
本
虹
花
▽
瀬
戸
山
翠
紅

第
47
回
　
全
大
阪
幼
少
年
美
術

展︿
佳
作
﹀
＝
あ
や
め
組　

末
次
真
生

▽
竹
中
優
希
菜
▽
ゆ
り
組　

小
原
奈

穂
▽
ひ
ま
わ
り
組　

大
石
英
輝
▽

岸 

那
由
太
▽
す
み
れ
組　

宮
坂
千

尋︿
努
力
賞
﹀
＝
あ
や
め
組　

菊
池
憧

子
▽
久
保
田
真
由
▽
佐
藤
良
哉
▽
矢

田
紗
彩
▽
ゆ
り
組　

井
上
実
咲
▽
上

田
乃
愛
▽
須
田
瑛
文
▽
ひ
ま
わ
り

組 

芦
田
陸
透
▽
佐
藤
圭
治
郎
▽
竹

中
裕
間
▽
東
島
あ
す
か
▽
す
み
れ

組 

多
田
羅
智
世
▽
日
浦
ち
さ
と

１
９
９
７
年　

大
学
人
間
科
学
部
国

際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
助
教

授
、
１
９
９
９
年　

同
教
授
。
人
間

科
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
主
任
等
を
歴
任
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
従
来
か
ら

「
学
生
と
求
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
２２
年

度
よ
り
、
大
学
は
学
年
担
当
制
に
切

り
替
え
３
年
生
と
４
年
生
の
担
当
者

を
決
め
て
指
導
す
る
よ
う
に
変
更
し

ま
し
た
。
４
年
生
の
担
当
者
が
い
る

こ
と
で
３
年
生
の
面
談
が
本
格
化
す

る
後
期
に
な
る
と
４
年
生
が
面
談
や

相
談
を
遠
慮
し
て
し
ま
う
と
い
う
弊

害
も
解
消
さ
れ
、
面
談
数
も
減
る
こ

と
な
く
サ
ポ
ー
ト
が
出
来
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
短
大
は
学
科
に
よ
っ
て

就
職
活
動
の
時
期
が
違
う
こ
と
に
も

対
応
し
た
指
導
に
よ
り
、
前
年
並
み

の
就
職
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、「
学
生
と
求
人
の
マ
ッ
チ

ン
グ
」
を
更
に
推
進
す
る
た
め
に
求

人
情
報
の
収
集
と
本
学
の
フ
ァ
ン
発

掘
を
目
的
と
す
る
企
業
訪
問
を
重
点

項
目
に
掲
げ
、
１
年
間
に
約
１
，

６
０
０
社
の
企
業
を
訪
問
し
求
人
情

報
の
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
収
集
し
た
求
人
情
報
を
掲
示
、

メ
ー
ル
配
信
、
求
人
斡
旋
会
や
面
談

の
際
に
紹
介
し
た
結
果
、
採
用
に
結

び
つ
く
ケ
ー
ス
が
増
加
し
ま
し
た
。

今
後
は
「
学
生
と
求
人
の
マ
ッ
チ
ン

グ
」
の
機
会
を
更
に
増
や
す
た
め

に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
強
化
と
企

業
訪
問
で
形
成
さ
れ
た
企
業
と
の
パ

イ
プ
を
活
用
し
て
就
職
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
　
課
長

　
定
國
　
通
雄
）

22
年
度
実
施
の
本
学
主
催
企
業
セ
ミ
ナ
ー
で
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
る
学
生
た
ち

来
年
度
卒 

就
活
に
影
響
も
…

東
日
本

大
震
災

厳しかった就職環境
23年度卒 決定率

大
学
８４·

３
％
、
短
大
９１·

８
％

学
生
と
求
人 

マ
ッ
チ
ン
グ
努
力

　

本
学
の
平
成
２３
年
３
月
卒
業
の
就
職
決
定
率
に
つ
い
て
大
学
は
８４·

３
％

で
昨
年
比
３·

１
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
ま
し
た
が
、
短
大
は
昨
年
と
同
率
の
９１·

８
％
と
健
闘
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省

が
発
表
す
る
平
成
２３
年
２
月
１
日
現
在
の
就
職
内
定
率
は
昨
年
に
比
較
し
て

大
学
で
２·

６
ポ
イ
ン
ト
、
短
大
で
４·

２
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
、
い
ず
れ
も
３

年
連
続
減
で
、
就
職
環
境
は
依
然
改
善
し
て
い
な
い
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
加

え
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
平
成
２４
年
３
月
卒
業
予
定
の
学
生
の
就
職
活

動
に
も
求
人
の
減
少
や
採
用
試
験
の
延
期
な
ど
の
影
響
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
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東
京
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
１
月
に
開
か
れ
た
２
０
１
１
年

度
ミ
ス
日
本
コ
ン
テ
ス
ト
で
、7
人
の
「
ミ
ス
日
本
」
の
う
ち
、「
ネ

イ
チ
ャ
ー
」
部
門
に
選
ば
れ
た
。
３
０
０
０
人
を
超
す
応
募
者
の

中
か
ら
勝
ち
得
た
栄
冠
。
今
春
、
人
間
科
学
部
を
卒
業
し
、「
ミ

ス
日
本
」
と
し
て
歩
み
始
め
て
い
る
。

　
「
ミ
ス
日
本
」
は
「
日
本
女
性
の
美
の
最
高
位
」。
最
終
選
考
に

残
っ
た
12
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
時
、
観
客
席
で
見
守
る
両
親
と

兄
を
見
て
、
う
れ
し
さ
で
涙
が
込
み
上
げ
た
。
１
年
だ
っ
た
２
０

０
８
年
は
、
あ
と
一
歩
で
及
ば
な
か
っ
た
だ
け
に
喜
び
は
大
き

か
っ
た
。

　

大
阪
府
吹
田
市
生
ま
れ
。
会
社
員
の
父
と
母
、
そ
れ
に
３
人
の

兄
が
い
る
。両
親
は「
何
で
も
好
き
な
こ
と
を
や
ら
せ
て
く
れ
た
」。

小
学
１
年
か
ら
中
学
２
年
ま
で
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
を
続
け
、
中

学
１
、
２
年
の
時
、
チ
ー
ム
は
一
般
の
部
で
２
年
続
け
て
全
国
優

勝
し
た
。
し
ば
ら
く
や
め
て
い
た
バ
ト
ン
は
、「
ミ
ス
日
本
」
の

再
挑
戦
を
決
意
し
た
と
き
、「
私
に
で
き
る
こ
と
」と
し
て
始
め
た
。

３
年
で
は
大
学
の
「
優
花
祭
」
で
、
４
人
で
チ
ー
ム
「
Ｔ
Ｗ
ｉ
Ｒ

Ｌ
」
を
作
り
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
、
喝
采
を
浴
び
た
。
大

阪
の
愛
染
ま
つ
り
の
宝
恵
か
ご
を
担
ぐ
「
男
組
」
に
入
り
、
天
神

祭
の
ギ
ャ
ル
み
こ
し
も
担
い
だ
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る
の
が
好

き
な
自
分
を
発
見
し
た
。

　
「
ミ
ス
日
本
」
と
し
て
、
２
月
に
老
人
ホ
ー
ム
に
バ
レ
ン
タ
イ

ン
デ
ー
の
慰
問
を
し
た
が
、
３
月
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
は
、
表

立
っ
た
活
動
は
自
粛
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
胸
を
痛
め
る
日
々
の

中
で
、
被
災
地
の
人
々
に
自
分
で
何
が
出
来
る
か
、
何
か
手
伝
え

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。「
西
日
本
ま
で
暗
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
日
本
全
体
が
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
」。

　

昨
年
末
か
ら
始
め
た
ホ
ッ
ト
ヨ
ガ
の
教
室
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
を
目
指
し
な
が
ら
、「
ミ
ス
日
本
」
の
仕
事
を
し
て
い
く
。

趣
味
の
ダ
ン
ス
を
生
か
し
、「
将
来
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
も
」
と
志

は
高
い
。
現
役
の
学
生
に
は「
４
年
間
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
。

好
き
な
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

【 イ ベ ン ト 情 報 な ど 】

　

大
阪
国
際
学
園
の
幼
稚
園
か
ら
高
校
の
入
学
、

入
園
式
は
、４
月
７
、８
日
に
あ
り
、幼
稚
園
71
人
、

大
和
田
中
学
校
54
人
、
同
高
校
２
７
８
人
、
滝
井

高
校
２
２
２
人
の
計
６
２
５
人
が
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。

　

大
和
田
中
・
高
校
は
７
日
に
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル

ホ
ー
ル
で
、
滝
井
高
校
は
８
日
に
同
校
体
育
館
で

開
か
れ
た
＝
写
真
。
大
和
田
中
・
高
校
の
河
合
章

校
長
は
、
式
辞
で
今
年
が
創
立
50
年
に
な
る
こ
と

を
紹
介
。
東
日
本
大
震
災
に
ふ
れ
、「
自
分
に
何

が
で
き
る
か
、
何
を
し
な
い
と
い
け
な
い
か
を
考

え
て
ほ
し
い
」
と
し
た
う
え
、「
礼
儀
や
社
会
的

ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
、
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
進

ん
で
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

滝
井
高
校
の
中
田
碩
也
校
長
は
、
夢
を
か
な
え

る
た
め
に
、
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
言
葉

を
紹
介
し
、「
４
つ
の
Ｃ
」
に
な
る
「
好
奇
心
」

（curiosity

）「
自
信
」（confidence

）「
勇
気
」

（courage

）「
継
続
」（continue

）を
実
践
す
れ
ば
、

希
望
や
願
い
は
か
な
う
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

大
和
田
幼
稚
園
の
入
園
式
は
、
７
日
午
前
、
守

口
キ
ャ
ン
パ
ス
５
号
館
１
階
の
大
講
義
室
で
開
か

れ
た
。
饗
庭
真
祐
美
園
長
は
、
保
護
者
ら
に
「
自

ら
生
き
る
力
、
学
ぶ
力
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
し
た
う
え
「
あ
り
が
と
う
、

ご
め
ん
な
さ
い
が
言
え
る
よ
う
に
育
て
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
た
。

滝井高校、大和田中・高校、大和田幼稚園入学式

（
１
面
の
つ
づ
き
）

　

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）
度
の
大
阪
国
際
学
園

各
校
園
の
卒
業
・
卒
園
式
が
２
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
１
９
１
１
人
が
巣

立
っ
た
。

　

国
際
大
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
３
月
15
日
に
卒
業

証
書
・
学
位
記
授
与
式
が
あ
り
、
経
営
情
報
、
法
政

経
両
学
部
で
３
６
６
人
と
大
学
院
20
人
が
卒
業
。
16

日
に
は
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
人
間
科
学
部
、
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
両
学
部
の
５
５
６
人
、
17

日
に
短
期
大
学
部
３
５
９
人
が
卒
業
し
た
。

　

滝
井
高
校
は
２
月
24
日
に
卒
業
証
書
授
与
式
が
あ

り
、
２
２
４
人
が
、
大
和
田
高
校
は
28
日
に
２
５
８

人
、
同
中
学
が
３
月
5
日
に
63
人
が
卒
業
し
た
。
大

和
田
幼
稚
園
で
は
３
月
19
日
に
保
育
修
了
証
書
授
与

式
が
あ
り
、
65
人
が
卒
園
し
た
。

２
０
１
０
年
度
卒
業
式

・
本
紙
に
記
載
の
学
年
、
肩
書
き
等
は
す
べ
て
情
報
収
集
時
の
も
の
で
、
発

行
時
期
と
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
願
い
ま
す
。　

・
郵
送
不
要
の
方
、
住
所
等
の
変
更
、
本
紙
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
感
想
等

は
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
電
子
メ
ー
ル
も
ご
活
用
下
さ
い
。

ミ
ス
日
本「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」

に
選
ば
れ
た

大
阪
国
際
大
学
人
間
科
学
部　
　
　
　
　

心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
Ｏ
Ｇ　

原
田
　
か
お
り
さ
ん

６
２
５
人
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト

学園 イベント
／191

／191

／192

／291

歌や合奏、おゆうぎなど、練習の成果を
力いっぱいに発表した。

落語家　桂かい枝氏によるトークショー＆英語
落語に、満席の会場は大きな笑いで盛り上がっ
た。語学教育センター主催。

枚方キャンパスで地元の生産者らと地域の方々を結びつけ、
ネットワークづくりに貢献しようと学生たちが中心になって
取り組んだ。第1回よりさらにパワーアップして活気あるイベ
ントとなった。

８回目を迎えた学園合同コ
ンサート。なじみのポップ
スからコンクール課題曲ま
で迫力ある演奏で、近隣住
民の方はじめ客席から大き
な拍手をいただいた。

学生チャレンジ制度採択企画として、ESS部の学生たちが
フィジーの民芸品のフェアトレードに挑戦。春のオープン
キャンパスではブースを設け、来場者に仕入れた商品をプレ
ゼントして熱く語った。

最新情報は、各学校の公式サイトでご覧下さい。 大阪国際学園 検索

告報

卒業（園）生のみなさんから、今年も数々の記念
品を頂戴いたしました。

ありがとうございます

●大学（枚方キャンパス）

ブルーレイレコーダー付き液晶テレビ　一式
●大学・短大（守口キャンパス）

屋外用テーブルセット　７式
●滝井高校　　　 45弁ディスクオルゴール　1台

専用テーブル　1卓
●大和田高校　　折りたたみ椅子　250脚

●大和田幼稚園　 巧技台セット　一式

● 大学・短大／滝井高校／大和田中・高校 ●ブロッサムコンサート

● 大学 ●

第２回朝市

● 幼稚園 ●

生活発表会

● 大学・短大 ●

Teachers’Seminar～「笑いは世界をつなぐ」～ 英語落語へのご招待

／263

● 大学・短大 ●

“Fair Trade in
Summer Island”報告
～世界への架け橋～

滝井高校

幼稚園

大和田中学 短大

大和田中・高校滝井高校
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